
広報なんぶちょう　6月号1

広報なんぶちょう
6
2015 June 
No.114

地域防災力の要
　４月29日、三戸地区消防連絡協議会観閲式が
田子町で開催され、参加団員らは地域防災に向
けて決意を新たにしました。【関連記事9ページ】
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南
部
町
内
に
は
、
計
165
か
所
も

の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
（
急
傾
斜

地
の
崩
落
な
ど
が
発
生
し
、
生
命

や
身
体
に
危
害
が
生
じ
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
区
域
）
が

あ
り
ま
す
。

①
山
あ
い
の
沢
筋
に
溜
ま
っ
た
土

砂
や
巨
石
が
雨
で
増
え
た
沢
水
と

一
緒
に
流
れ
出
る
「
土
石
流
」
。

②
地
下
水
の
上
昇
に
よ
り
地
盤
が

ゆ
る
み
、
地
盤
全
体
が
ゆ
っ
く
り

と
滑
り
出
す
「
地
す
べ
り
」
。

③
雨
を
含
ん
で
脆
く
な
っ
た
が
け

が
唐
突
に
崩
落
す
る
「
が
け
崩
れ
」
。

　
ど
れ
も
強
い
雨
が
原
因
と
な
り
、

起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
「
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
雨
が
降
っ
て
い
る
」
と
感
じ
た

と
き
は
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
災
害

が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
、

正
し
い
危
機
意
識
と
早
期
避
難
で
、

直
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
と
り
ま

し
ょ
う
。

南
部
町
内
に

土
砂
災
害
警
戒
区
域

165
か
所

土砂災害への備え
６月は土砂災害防止月間です

平成11年に名川地区剣吉で発生した土砂災害
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地すべり土石流 がけ崩れ

がけ崩れ地すべり土石流

 

地区名 土石流 地すべり 急傾斜 合計 
福地地区 8 か所 15 か所  23 か所 
名川地区 44 か所 35 か所 1 か所  80 か所 
南部地区 14 か所 45 か所 3 か所  62 か所 

合計 66 か所 95 か所 4 か所  165 か所 

土砂災害の種類

　大量の土砂が水ととも

に沢から流れ出し、家屋

や道路を押し流します。

　急ながけが突然崩れ出

し、家屋や道路を押しつ

ぶします。

　広範囲にわたって斜面が

そのまま滑り出し、家屋や

道路を押しつぶします。

・地鳴り　・土くさいにおい

・渓流水位の激減

・流水の異常な濁り

・渓流内で転石の音

・流木発生　　　　　　など

・落石、小崩落　・地面の振動

・池や沼の水位の急変

・樹木の傾き・地鳴り、山鳴り

・亀裂や段差の発生、拡大

　　　　　　　　　　　など

・小石が頻繁に落下

・表面に流水が発生

・地鳴り　・斜面のふくらみ

・湧水の発生、水量増加、濁り

　　　　　　　　　　　など

このような前兆現象を見つけたら役場からの呼びかけがなくても

すぐに安全な場所に避難して、ご連絡ください！

土砂災害の発生前には、前兆現象（前ぶれ）がある場合があります

参考 南部町の土砂災害警戒区域（平成 26 年３月 31 日現在）

連絡先：役場、行政員、町内会長、自主防災会、消防団　など
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避難勧告などの危険度と取るべき行動

高

低

危険度

避難準備情報

　気象情報に注意し、避難所へ避難が必要か考え、必要な場合

は避難の準備をはじめましょう。また、高齢者、体が不自由な方、

乳幼児など避難に時間がかかる方は避難をはじめましょう。

避難勧告

　避難所へ避難しましょう。

避難指示

　避難しそびれた方は、一刻も早く避難所へ避難しましょう。

南部町の避難勧告などの発令基準（土砂災害）

　南部町では、避難勧告などを発令する際に、下記の「避難勧告等の発令の判断基準」に基づいて、今

後の気象予測や土砂災害危険箇所の巡視などの報告を含めて総合的に判断して発令します。

現地情報等による

基準

「土砂災害警戒情報」等

による基準
積算雨量等による基準

前日までの連続

雨量が100mm 以

上あった場合

前日までの連続雨

量 が 40 ～100mm

あった場合

前日までの降雨

がない場合

避
難
準
備
情
報

近隣で前兆現象

（湧き水・地下水の濁

り、量の変化）が発

見される。

大雨警報（土砂災害）が

発表され、かつ、土砂災

害警戒判定メッシュ情報

で大雨警報（土砂災害）

の土壌雨量指数基準を超

過した場合。

当日の日雨量が

50mmを超える。

当日の日雨量が

80mmを超える。

当日の日雨量が

100mmを超える。

避
難
勧
告

近隣で前兆現象

（渓流付近で斜面崩

壊、斜面のはらみ、

擁壁・道路等にひび

割れ発生）が発見さ

れる。

「土砂災害警戒情報」が

発表された場合

「土砂災害警戒情報」を

補足する詳細情報（※１）

における予測雨量が２時

間以内に「土砂災害警戒

避難基準線（ＣＬライン）」

（※２）に到達すると予測

される。

当日の日雨量が

50mmを超え、時

間 雨量 が 30mm

以上の激しい雨

が予想される。

当日の日雨量が

80mmを超え、時

間 雨量 が 30mm

以上の激しい雨

が予想される。

当日の日雨量が

100mmを超え、

時間雨量が30mm

以上の激しい雨

が予想される。

「大雨特別警報（土砂災害）」が発表されたとき

避
難
指
示

近隣で土砂災害が発生

している。

近隣で土砂移動現象、

前兆現象（斜面のひび

割れ等）が発見され

る。

土砂災害警戒情報が発表

され、かつ土砂災害警戒

情報を補足する情報で土

砂災害警戒情報の基準を

実況で超過した場合。

（※１）青森県土砂災害警戒情報システムで「補足する詳細情報（土砂災害警戒判定メッシュ情報）」として、

　　　土砂災害危険箇所に5kmメッシュごとの危険度を判定し、色分けをして危険度情報が公示されます。

（※２）過去の災害状況と土砂災害の起こる恐れの大きい雨量データの解析結果から、5km メッシュごと

　　　に設定した警戒基準雨量ライン。
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土砂災害から避難するためには
　土砂災害から避難するためには、事前に危険箇所や避難場所を確認しておくことや防災

情報を積極的に収集することが大事です。

地域の危険箇所を調べましょう
　日ごろからハザードマップで危険箇所を確認し

ておきましょう。

　ハザードマップは、昨年、土砂災害警戒区域に

該当する地域にお配りしているほか、町のホーム

ページ（http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/)

で見ることができます。

南部町　ハザードマップ 検索

気象情報や防災情報を積極的に集めましょう
　雨が強くなってきたら、雨量情報や予報、警報

など、様々な防災情報を積極的に入手して、早め

早めの避難行動を取りましょう。

●青森県土砂災害警戒情報システム

　大雨による土砂災害の危険度が高まった市町村

に、県と気象台が共同して発表する「土砂災害警

戒情報」がどこに発表されているか確認すること

ができます。

https://www.dosya-keikai.pref.aomori.jp/

青森県　土砂災害警戒情報システム 検索

●土砂災害警戒情報メール通知サービス

　「大雨警報」や「土砂災害警戒情報」が発表さ

れたことを、携帯電話やパソコンにメールで知ら

せるサービスです。

　登録するには、青森県土砂災害警戒情報メール

（https://www.dosya-keikai.pref.aomori.jp/registmail/）に

アクセスするか、

右の QR コードを

読み取ることで、

メールアドレスを

登録できます。

●防災行政無線

　気象・イベント情報や災

害など有事の際に、町から

のお知らせを「防災行政無

線」を通して町民の皆さま

へお知らせしています。

　防災行政無線を聴き逃し

た方は、通話料無料の

☎0800-800-2622
で聴き直すことができま

す。

　また、普段から雨が降った時に、水が溜まりや

すいところなどを注意して見ることで、避難する

ときに通れる道を把握することも重要です。

　土砂災害の危険性が高まった場合は、避難所などに避難することが基

本となりますが、外に出ることが危険な状況下のやむを得ない場合は、

屋内の、がけと反対側の２階以上の部屋に避難するなど、命を守る行動

を取ることが重要です。
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TOWN INFORMATION  タウンインフォメーション 町の情報をお知らせします

児童手当を受給されている方へ

子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ
子育て世帯臨時特例給付金とは

平成 26 年４月から消費税率が８％へ引き上げられたことに伴い、

子育て世帯の影響を緩和し、子育て世帯の消費の下支えを図る観点から、

臨時的な給付措置として「子育て世帯臨時特例給付金」を支給しています。

支給対象者

平成 27年６月分の児童手当の支給対象となる方。

※特例給付（児童手当の所得制限額以上の所得の方に、児童１人あたり月額 5,000円支給しているもの）

を受給される方は、対象となりません。

給　付　額　対象児童１人につき3,000円

申請手続き

　支給対象者には５月末に、児童手当の現況届と給付金の申請書を送付し、６月１日（月）から役場窓口（本

庁舎・健康センター・南部分庁舎・剣吉支所）で受付しています。

問　合　せ　 健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

　町では、地域コミュニティの活性化をはじめ、防災、教育、福祉等の分野において、住民生活を便

利で豊かにすることを目的に、光ファイバー網の整備を行い、南部町全域で待望の光ブロードバンドサー

ビスの利用が可能となりました。

　光ブロードバンドサービスを利用することで、従来のものと比べて高速で安定した通信品質でインター

ネットを利用でき、町民の皆様の安心安全な暮らしづくりや企業誘致、地域活性化につながることが期

待されます。

　サービスの開始に伴い、ＮＴＴ東日本で事前受付をしています。

　詳しいサービス内容、料金などはお問合せください。

問合せ　ＮＴＴ東日本

電話の場合：☎0120-116-116または☎ 0800-800-7141（受付時間/９時～17時※土日祝日、年末年始除く）

インターネットの場合：フレッツ光公式ホームページ　https://flets.com/

※各サービスのご利用には、「フレッツ光」などのご契約が必要です

　（契約料、工事費、月額利用料などがかかります。）

南部町
全域で

７月１日から
光ブロードバンドサービスが利用できるようになります

光ブロードバンドサービスで便利なサービスが利用できます

電話機につなぐと、加入

電話に比べ通話料がお得

になる場合があります。

PCにつなぐと、インター

ネットが高速で快適に利

用できます。

TVにつなぐと、映画など

をレンタル不要で楽しめる

サービスを利用できます。
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寄
　
附

　
者

南
　
部

　
町

TOWN INFORMATION  タウンインフォメーション

サッカーチーム「ヴァンラーレ八戸」を応援しよう！
　南部町は今後、三八地区の他市町村といっしょに、ＪＦＬ（日

本フットボール協会）のヴァンラーレ八戸との協力関係を強化

し、応援していきます。

　ヴァンラーレ八戸は、「夢バス」と銘打った子どもたちをホー

ムゲームに招待する事業や、ホーム戦の会場に特産品を販売

するブースを設ける企画を計画中です。

株式会社ヴァンラーレ八戸　☎ 0178-82-2925

公式 Webサイト：http://www.vanraure.net

ふるさと納税が納めやすくなりました

クレジットカードで Yahoo! 公金支払いによるふるさと納税がスタート
　町では、ふるさと納税の受け入れ窓口拡大のため、「Yahoo!公金支払い」を利用しての寄附金の受け入れ

を開始しました。これにより、 自宅のパソコンから寄附手続きが可能となります。

納入方法は、次の４つの方法から選択が可能となります。

　　　　　　　　①郵便振込書による振り込み　　　　　②町の指定する口座へ振り込み

　　　　　　　　③現金書留による郵送　　　　　　　　④Yahoo!公金支払い

Yahoo!公金支払いでの手続きなどの詳細は、

Yahoo!公金支払いホームページ（http://koukin.yahoo.co.jp/furusato-nouzei/）をご覧ください。

寄附金申出書は、役場総務課（本庁舎）に備え付けてあるほか、町ホームページ

（http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/）からもダウンロードできます。

提出は、郵送・FAX・メールのいずれでも可能です。

➣郵　送：〒039-0892　青森県三戸郡南部町大字苫米地字下宿23-1　南部町役場総務課　宛

➣ＦＡＸ：0178-84-4404

➣メール：somu@town.aomori-nanbu.lg.jp

また、ふるさと納税をしていただいた方には、お礼の品を送らせていただきます。

皆さまのあたたかいご支援をお待ちしています。　　　　　　問合せ　総務課（本庁舎）　☎ 0178-84-2111

Yahoo! 公金支払いによるふるさと納税の流れ

①寄附金申出書を提出

②支払番号・確認番号をお知らせ

④寄附金受領証明書を郵送

③Yahoo!公金支払いページから納入

ヴァンラーレ八戸　ホームゲーム （６月、 ７月開催分）

日　　程 対戦相手 会　　場

６月 28 日（日） 13:00 Honda FC 八戸東運動公園陸上競技場

７月 12 日（日） 13:00 奈良クラブ 五戸町ひばり野公園陸上競技場

７月 19 日（日） 13:00 横河武蔵野 FC 五戸町ひばり野公園陸上競技場

公式マスコットキャラクター

「ヴァン太」
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まちの話題

農水産物を有害鳥獣から守る 笑顔で楽しく学ぶ高齢者の学校

自然栽培について学ぶ 教育は人づくり

有害鳥獣被害防止のための猟友会出発式 まべち笑楽校　第３期生　入学式

第４回木村秋則自然栽培ふれあい塾　開講式 南部町教育大会

オレンジのベストと帽子、腕章が実施隊員の目印です。
ご協力をお願いします。

新入生認証を受け取る新入生㊨

塾生の前で自然栽培を語る木村秋則さん 教育方針を説明する山田教育長

　農水産物の鳥獣被害防止活動に向けた有害鳥獣

捕獲の出発式が、５月３日に行われました。

　出発式では、猟友会南部町支部の河門前正彦会

長から「周囲に十分注意し、事故が無いように」

など、注意事項の説明が行われ、捕獲従事者らは

決意を新たにしていました。

　また期間中、オレンジのベストを着用した「鳥

獣被害防止対策実施隊」も農水産物の鳥獣被害防

止のため、同時に活動します。

　ご理解とご協力をお願いします。

　65 歳以上の高齢者の生きがいづくりを目的と

した「まべち笑楽校」の入学式が５月 12 日に剣

吉公民館で行われ、第３期生となる 20 名が新た

に入学しました。

　入学式では、名前を呼ばれた新入生が元気な声

で返事をして、新入生認証を受け取りました。工

藤町長が「１年間楽しく、様々なことを学んでいっ

てください」とお祝いを述べ、新入生代表の中村

ていさんが「誇りを持ち、笑顔で楽しく学び合う

ことを誓います」と誓いの言葉を述べました。

　無農薬でりんごを栽培する「奇跡のりんご」で

知られる木村秋則さんを講師とする「木村秋則自

然栽培ふれあい塾」の開講式が４月 18 日に南部

公民館で行われ、県内外から集まった参加者 50

名が約半年間の講義をスタートさせました。

　木村秋則さんは「皆さんが自然栽培を学び、地

域の後継者として活躍することを願っています。」

とあいさつ。参加した塾生は「自然栽培を志す方

たちと共に、塾に参加できたことが今後の財産に

なる。」と参加の喜びを語りました。

　４月 24 日に「南部町教育大会」が楽楽ホール

で開催され、南部町の教育関係者約 220 名が集ま

り、今年度の教育基本方針を確認したり、福地小

学校と名久井小学校による特色ある学校経営に関

する事例紹介が行われました。

　大会では、「教育は人づくりの基盤、人づくり

はまちづくり」を基本理念とした、今年の教育方

針を山田教育長が説明しました。また、なんぶス

ポーツ少年団の中学生４名による空手道演武が行

われ、形と組手を披露しました。
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TOWN TOPICS

地域防災に向けて決意新たに 本番に近い環境で交通安全教室

色とりどりに咲き誇るぼたん 新緑の名久井岳を駆ける

三戸地区消防連絡協議会　観閲式 向小学校　交通安全教室

南部町ぼたんまつり　開園セレモニー 第２回名久井岳トレイルランニング

一糸乱れぬ分列行進を披露する消防団員 自転車を降りて横断歩道を渡る児童

見頃のぼたんを楽しむ保育園児たち 名久井岳の山道を走る参加者たち

　４月 29 日、三戸地区消防連絡協議会観閲式が

田子町で行われ、田子町・南部町・三戸町から参

加した消防団員 913 名が地域防災に向けて決意を

新たにしました。

　南部町からは 33 分団 450 名の団員と 32 台の消

防車両が参加。一糸乱れぬ分列行進やまといふり

演技、はしご乗り演技の披露、玉落とし競技など

を行いました。また、式典の中で、昨年の４月に

発足した南部町女性分団員 10 名による各個訓練

が行われ、統制のとれた部隊行動を披露しました。

　向小学校（小笠原賢治校長）の全校児童が、４

月 13 日と 14 日に、三八五オートスクール三戸校

の教習コースを利用した交通安全教室に参加しま

した。

　同教室は、実際の道路環境に近い教習コースを

利用した交通安全教室を行うことで、効果的な練

習にすることを目的として開催。児童らは自転車

走行の練習や歩行練習を教習コースで行い、終了

後には「本番に近い環境で練習できたので、参加

してよかったです」と手応えを語りました。

　５月 18 日、南部町ぼたんまつり開園セレモニー

が長谷ぼたん園で行われ、来場者は色とりどりに

咲き誇る大輪のぼたんを楽しみました。

　セレモニーでは、ぼたんまつり実行委員会の杉

中清幸会長が「毎年少しでも新しい発見ができる

園地を目指しているので、初めての方も、毎年

来ていただいている方も楽しんでいただきたい」

とあいさつ。まつり期間中、10 周年記念として、

島根県から講師を招いての「ぼたん栽培講習会」

などが開催され、多くの来場者で賑わいました。

　５月 17 日、「第２回名久井岳トレイルランニン

グ」が開催され、県内外から参加した約 150 名が、

新緑が美しく起伏に富んだ名久井岳のコースを駆

け抜けました。

　参加者は、６kmと12kmの２種類設定されたコー

スのどちらかを選んで参加。12km のコースを１

番に駆け抜けた齋藤大祐さん（弘前市）は、「全

身を追いこめるのがトレイルランの魅力。コース

の景色もとてもよかった。こういう大会がもっと

開催されれば良いと思う」と語りました。
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まちの話題

甘くておいしい　水耕栽培イチゴ 新入生　農業への理解を深める

４月 10 日は「よい戸の日」 全国の中学生が友情を育む

名久井農業高　水耕栽培イチゴ狩り 名久井農業高１年生　春季農作業支援活動

ボランティアで保育園の戸を修理 安ヶ平風歌さん　日本ＰＴＡ研修に参加

名農生に教わりながらイチゴをとる園児 りんごの摘果作業をする生徒たち

戸の修理をしていただいた建具組合福地支部の方々 工藤町長へ報告に訪れた安ヶ平風歌さん㊨

　５月７日、チェリー保育園の年長園児 16 人が、

県立名久井農業高校（四木博之校長）の水耕栽培

温室で栽培されたイチゴ狩りを楽しみました。

　イチゴは、同校環境システム科の３年生が、昨

年 11 月から育てたもので、常時３色のＬＥＤを

照射することで、どのようにイチゴの生育状況が

変化するか実験しているものです。

　招待された園児は、同校生徒がその場で収穫し

たイチゴを「甘くておいしい」と笑顔で食べてい

ました。

　５月７日と８日、県立名久井農業高校（四木博

之校長）の１年生生徒 102 名が、町の基幹産業で

ある農業への理解を深めるとともに、繁忙期の農

家への支援を行うため、17 農家に分かれて農作

業支援活動を行いました。

　活動を行った生徒は「とてもつらいイメージで

したが、実際に作業してみて楽しく感じるところ

もありました」と活動への手応えを語り、農家は

「手伝いにきてくれて本当にありがたいです」と

喜びを語りました。

　三戸地方建具組合福地支部（庭田正男支部長）

は「良い（４）戸（10）」の４月 10 日に、福地保

育園を訪れ、建具や戸などを修理しました。

　この日、保育園を訪れた２名は、建てつけが悪

くなった戸の金具などを、持参した道具と材料で

手際よく修理と調整を行いました。

　このボランティア活動は、平成元年から毎年行

われているもので、作業を終えた庭田支部長らは

「これからも、このボランティア活動を続けてい

きたい」と語りました。

　安ヶ平風歌さん (南部中３年 )が、今年３月に

行われた日本ＰＴＡ全国協議会が主催する研修に

参加しました。

　研修は、沖縄の渡嘉敷島で３泊４日の日程で開

催。各都道府県から２名程度ずつ参加した中学２

年生の研修生が、カヌーや野外炊飯などを通して

交流を深めました。安ヶ平さんは「研修では、沖

縄の海の美しさに感動しました。普段体験できな

いことをして、全国に友達ができたことが財産で

す」と研修の成果を笑顔で語りました。
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TOWN TOPICS

合併処理浄化槽設置事業の補助 7月26日 南部町防災訓練を実施

工藤由利子さんと宮木美香子さんに感謝状 固定資産評価審査委員会委員

空中消火作業中の青森県防災ヘリ「しらかみ」

法務大臣からの感謝状を
受け取る工藤由利子さん

総務大臣からの感謝状を
受け取る宮木美香子さん

佐々木豊 さん 掛端愛子 さん 岩　茂好 さん

　町では、生活雑排水と、し尿を併せて処理する合併処理浄

化槽を家庭で設置する場合に、経費の一部を補助しています。

対象地域　次の①～③以外の区域の方

①公共下水道予定処理区域（南部地区の一部）

②農業集落排水事業処理区域（上名久井・下名久井・片岸・

　苫米地・福田の各処理区）

③あかね・東あかね団地排水区域

補助対象者　

住宅（店舗などの床面積が総面積の 2 分の 1 未満である併

用住宅を含む。）に、合併処理浄化槽を設置する方。または

合併処理浄化槽が新たに設置される住宅を購入する方。

補助金額及び計画基数

※浄化槽の人槽は原則、住宅の床延べ面積で決定されます

が、建物の使用状況により、明らかに実状に添わないと考

えられる場合は、資料などを基に増減することができます。

申請　浄化槽設置前に申請書を提出してください。設置工

事は、申請審査後に送付する交付決定通知書が届いてか

らになります。

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2518

　町は、７月 26 日に大規模な地震を想定した

防災訓練を実施します。

　災害は想定どおりに起きることはありませ

んが、防災訓練は、災害の一つの形を体験す

ることができます。

　訓練することが、万一の時の的確な行動に

つながりますので、ぜひご参加ください。

期日　７月 26 日（日）

時間　８時～ 12 時（予定）

場所　福地地区（ふくち運動公園、ゆとりあ

など）

　当日は、林野火災を想定した「防災ヘリ」

による空中消火訓練などが予定されています。

問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

　平成18年４月１日から平成 27年３月31日までの間、人権擁

護委員を務められた工藤由利子さん（下名久井）に法務大臣か

ら、平成15年４月１日から平成 27年３月31日までの間、行政

相談委員を務められた宮木美香子さん（沖田面）に総務大臣か

ら、それぞれ感謝状が贈呈されました。

　町の固定資産評価審査委員会委員に、佐々木豊

さん（埖渡）と掛端愛子さん（上名久井）が再任。

岩　茂好さん（沖田面）が新たに委嘱されました。

　委員の任期は、平成 27年３月16日から平成 30

年３月15日までの３年間です。

区分 補助限度額 計画基数

５人槽（床延べ面積 130㎡以下
の場合）

352,000 円 4 基

６～７人槽（床延べ面積 130㎡以
上の場合）

441,000 円 14 基

10 人槽（２世帯住宅で浴室およ
び台所が２つ以上ある住宅）

588,000 円 ―
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機構は農地の交換・集約化も進めます

①機構に農地を貸し付けてリタイアまたは経営部門を廃止する場合※　　

　　⇒面積に応じて：30万、50万、70万 /戸

②機構に２筆以上のまとまった農地や担い手の隣接農地を貸し付ける場合

　　⇒10アールあたり2万円
③地域の農地を機構にまとめて貸し付ける場合（地域へ交付）

　　⇒貸付割合に応じて：10アールあたり2万円、2.8万円、3.6万円
※経営部門の廃止：土地利用型作物（コメなど）と果樹、露地野菜の農家が土地利用型作物をやめる場合など

要件を満たせば町から協力金が交付されます

農地を機構へ預けませんか

犬の登録と狂犬病予防注射を忘れていませんか

作付けしない農地は、 ぜひ機構にお貸しください

耕作をやめたいと考えている方、 機構にご相談を

分散した農地をまとめたいと思っている方も、 一度
機構にご相談ください。

　青森県知事から指定された「農地中間管理機構」は農地
を借り受けて担い手に貸し付けています。

農地を借りる方がいないときなど、機構が農地を借り受けできないことがあります。

【問合せ】農林課（中央公民館）☎ 0178-76-2308
　　　　　青森県農地中間管理機構（公益社団法人あおもり農林業支援センター） ☎ 017-773-3131

　狂犬病予防法により、犬の所有者は飼い犬の「生涯１回の登録」と「毎年１回の狂犬病

予防注射」が義務付けられています。狂犬病の予防接種は、飼い犬だけでなく、私たち

人間を狂犬病から守る、非常に重要で必要なものです。

①犬の登録（生涯１回の登録）
町の窓口で登録することができます。（登録料は１頭につき3,000円）

②狂犬病予防接種と接種済証交付手続き
春と秋の年２回、接種事業を行っています。（１頭につき3,100円）

その他にも、動物病院での接種が可能です。（費用については、それぞれの動物病院にご確認ください。）

●動物病院で接種した場合
グリーン動物病院以外は、町窓口での注射済票の交付手続きが必要です。
※１頭につき 550 円と動物病院からの狂犬病予防注射済証をご持参ください。

③犬の飼い方について

　「犬のフンで町内が汚い」、「放し飼いの犬に庭を荒らされた」

など、飼い犬に関する苦情が増えています。

　犬は絶対に放し飼いにしないことはもちろんのこと、約束事

を守り、人と犬が共に快適に暮らせるような環境にしましょう。

狂犬病とは？
全ての哺乳類が感染するウィルス病で、発症するとほぼ 100% 死亡する病気です。

世界では毎年５万人以上の方が亡くなっています。

【問合せ】　住民生活課（南部分庁舎）☎0179-34-2111

３つの約束
●散歩時には引き綱をつける
●犬のフンを始末する （散歩時も含む）
●犬をつなぐ鎖の場所や長さを点検する
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町の学校紹介　～各校の特色ある教育～

「自分の川のにおいが分かるなんてすごいな！」

「１年生、遅れないようにがんばろうね。」

　本校では、「水に賢い子どもを育む年間型活動プログラ

ム」の一環として、毎年鮭の稚魚を如来堂川に放流してい

ます。今年度も４月 27 日に、４年生と５年生がＢ＆Ｇの

方々や馬淵川さけ・ます増殖漁業協同組合の方々から指導

を受けながら、おおむね一人 100 匹近くの稚魚を放流しま

した。約３年後に大きくなった鮭がこの川に戻ってくるも

のの、その割合はわずか２～３％だという説明を聞いて、

子どもたちはびっくりしていました。

　４月 30 日は毎年恒例の全校縦割り班での徒歩遠足を実

施しました。学校からたいら運動公園まで片道約３ｋｍの

道のりを、途中休憩を挟みながら歩きます。

　普段はあまり長い距離を歩くことが少なくなっているた

め、１、２年生の中には「疲れた。」を連発する子もいま

したが、班長さんや高学年の児童たちが「大丈夫だよ。あ

ともう少しだよ。」などと励ましてくれたおかげで、全員

無事に歩ききることができました。たいら運動公園では班

ごとに、６年生が考えてきた様々な遊びをして楽しみまし

た。

　平成 27 年度福地中学校は 45 名の新入生を迎え入れ、７

学級（含特別支援学級２学級）130 名でスタートを切りま

した。

　昭和 34 年４月１日、地引中学校と福田中学校の２校が統

合し福地中学校が誕生しました。現校舎は、昭和 55 年に

現在地に移転、10 学級（含特殊学級）295 名でした。福地

中学校の校章は雪の結晶の中央に菊花を配し、その中心に

中学の「中」の文字と、ローマ字で福地の頭文字「Ｈ」と

を折衷図案化したものです。雪は清浄潔白、忍耐の象徴で

あり、菊は香り高き文化と郷土福地の豊かな発展を希う花

であります。中心に捉えた中の字型は近代的教育像をあら

わし、共に理想を追求して、たゆみない前進を続ける若人

の姿を象徴したものです。

　現在、我が福地中学校の誇りの一つが「ボランティア活動」

です。夏休みに福地地区の事業所を対象とした恒例のボラ

ンティア活動をはじめ、日常の学校生活に於いても生徒会

執行部やＪＲＣ委員会を中心に学校周辺のゴミ拾いなどの

活動が行われています。

　56年前、地域の人々が校章に託した思い「共に理想を追

求してたゆみない前進を続ける若人の姿」が、このような

一つの形として受け継がれていくことを願っています。

校長 :塩谷　政巳　　　　　　児童数 :167 名

校長 :米田　清治　　　　　　生徒数 :130 名

名久井小学校

福地中学校

「アイラブゴミ」ゴミ拾いボランティア
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員
農

家
が
年
々
増
え
て
い
く
こ
と
に
手

応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

 

ま
た
、
人
気
品
種
の
「
佐
藤
錦
」

へ
の
切
り
替
え
も
進
み
、
こ
れ
に

合
わ
せ
て
講
師
を
招
い
て
の
栽
培

技
術
研
修
会
を
開
い
た
ほ
か
、
山

形
県
へ
の
現
地
研
修
を
始
め
た
と

こ
ろ
申
込
み
が
相
次
ぎ
、
行
き
帰

り
の
バ
ス
は
、
熱
心
な
サ
ク
ラ
ン

ボ
農
家
で
い
つ
も
満
席
で
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

　
　
　
　
　

30
周
年
に
向
け
て

　

会
員
農
家
を
は
じ
め
、
活
動
を

継
続
し
、
充
実
さ
せ
て
き
た
皆
様
、

そ
し
て
お
客
様
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

 

栽
培
技
術
面
で
は
改
善
す
べ
き

点
が
未
だ
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
を
見
据
え
つ
つ
、
一
層
充
実

し
た
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
向
け
て

情
報
収
集
と
研
鑽
を
重
ね
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

取
材
を
終
え
て

　

南
部
町
交
流
活
動
の
原
点
と
も

言
え
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
に

関
す
る
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
会
員
同
士
で
技
術
を
高
め
つ

つ
、
今
後
末
永
く
活
動
が
受
け
継

が
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

文
・
商
工
観
光
交
流
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

悟

名川中学校図書室１階 （町民図書室）

休 室 日　毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日

【問合せ】名川中学校図書室１階　 ☎ 0178-76-3121

新たにサクランボの棚仕立てに取り組んでいる東さん

描の72

さまざまな出来事をお伝えします

　「南部町さくらんぼ狩り」が今年で記念すべき30 回目を迎え

ることに合わせて、今月は、「サクランボ」による観光活動を発

足させ、その定着と発展に尽力してきた、東寿一さん（高瀬）

にインタビューしました。

新刊のお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

◆春雷 葉室　麟　　　著

◆誓約 薬丸　岳　　　著

◆火花 又吉　直樹　　著

◆断裂回廊 逢坂　剛　　　著

◆神様のカルテ０ 夏川　草介　　著

◆永い言い訳 西川　美和　　著

◆有頂天家族２ 森見　登美彦　著

◆桜の下で待っている 彩瀬　まる　　著

◆マリコ、カンレキ！ 林　真理子　　著

◆その女アレックス ピエール･ルメートル　著

◆子どもはみんな問題児。 中川　李枝子　著

◆「使いきる。」レシピ 有元　葉子　　著

◆羽生結弦物語 青嶋　ひろの　著

◆アナと雪の女王１・２ エリカ ･デイビッド　著
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより

月 火 水 木 金 土 日

6月8日 9 10 11 12 13 14
小学生水泳教室/スー
パーロコモ1500教
室/水中ウォーキング
と水慣れ教室/バーデ
健康づくり教室

女性水泳教室/スタビ
ライゼーション体験
教室

流水等健康教室/エアロビ
クス教室/初心者水泳教
室/はじめてでもできる水
中ウォーキング300教室/
はじめてのクロール教室

ロコモ600・750体験教
室/あしの運動体験教室/
水中ウォーキング1000/
町民水中ウォーキング
1000/太極拳教室/巡回バ
ス（C・Dコース）

エアロビクス教室

15 16 17 18 19 20 21
小学生水泳教室/スー
パーロコモ1500教
室/水中ウォーキング
と水慣れ教室/バーデ
健康づくり教室

休館日 休館日 休館日 ロコモ600・750体験教
室/町民ヘルシー塾健康教
室2/太極拳教室/巡回バ
ス（A・Bコース）

エアロビクス教室 アクアビクス教室

22 23 24 25 26 27 28
小学生水泳教室/スー
パーロコモ1500教
室/水中ウォーキング
と水慣れ教室/バーデ
健康づくり教室/
鍋の日（特製鍋定食）

女性水泳教室/スタビ
ライゼーション体験
教室

鍋の日（特製鍋定食）

流水等健康教室/エアロビ
クス教室/初心者水泳教
室/はじめてでもできる
水中ウォーキング300教
室/はじめてのクロール教
室/鍋の日（特製鍋定食） 鍋の日（特製定食）

ロコモ600・750体験教
室/あしの運動体験教室/
水中ウォーキング1000/
町民水中ウォーキング
1000/太極拳教室/巡回
バス（C・Dコース）

エアロビクス教室 第17回青森県南
部町ふくち里山あ
るき

29 30 7月1日 2 3 4 5
小学生水泳教室/スー
パーロコモ1500教
室/水中ウォーキング
と水慣れ教室/バーデ
健康づくり教室/

女性水泳教室/スタビ
ライゼーション体験
教室

流水等健康教室/エアロビ
クス教室/初心者水泳教
室/はじめてでもできる水
中ウォーキング300教室/
はじめてのクロール教室

町民ヘルシー塾健康教室/
ロコモ600・750体験
教室/太極拳教室/あしの
運動体験教室/巡回バス
(A・Bコース)

エアロビクス教室

6 7 8 9 10 11 12
小学生水泳教室/スー
パーロコモ1500教
室/水中ウォーキング
と水慣れ教室/バーデ
健康づくり教室

女性水泳教室室/スタ
ビライゼーション体
験教室

流水等健康教室/エアロビ
クス教室/初心者水泳教
室/はじめてでもできる水
中ウォーキング300教室/
はじめてのクロール教室

ロコモ600・750体験教
室/あしの運動体験教室/
水中ウォーキング1000/
町民水中ウォーキング
1000 /太極拳教室/巡回
バス(C・Dコース)

エアロビクス教室

　レストランからのお知らせ

今月の特製鍋定食 教室の受講者募集

プール監視アルバイト募集

　レストランで、毎月 22 日～ 25 日「特製鍋定食」を楽

しめます。

今月の鍋：「チキンとシーフードのカレー風味鍋」

　明治時代にアメリカやヨーロッパの文化が日本に積極

的に取り入れられ、その中でイギリス料理としてカレー

が伝わりました。

　季節野菜を使い鶏肉と魚介の旨みが効いた爽やかな辛

さのカレー風味の鍋に仕上げました。

　初夏の空気にぴったりな味わいをお楽しみください。

★小学生短期水泳教室
期　　日　７月 22 日（水）～７月 26 日（日）

時　　間　９時 30 分～ 10 時 30 分

募集人数　35 人（先着順）

受  講  料　会員 /4,450 円　一般 /5,700 円

　　　　　（共に入館料５回分含む）

★町民水中ウォーキング1000教室（南部町民の方）
期　　日　７月 10 日（金）・８月 28 日（金）

　　　　　９月 11 日（金）・９月 25 日（金）

時　　間　14 時～ 15 時

募集人数　10 人（先着順）

受  講  料　会員 /2,400 円　一般 /4,100 円

　　　　　（入館料含む）　

★アクアビクス教室
期　　日　６月 21 日（日）　７月 19 日（日）

　　　　　８月 30 日（日）　９月 20 日（日）

時　　間　11 時～ 11 時 45 分

受  講  料　2,400 円（税込、入館料別途）

※アクアビクス教室は１回 600 円（税込、入館料

　別途）でも受講できます。

　都合により日程を変更する場合もございます。

募集人数　６人

勤務期間　７月 11 日（土）～８月 23 日（日）

勤務時間　８時 30 分～ 21 時までの２時間～８時間勤務

　　　　　（勤務表による交代制）

勤務内容　プールの監視、点検、清掃など

時　　給　680 円

申  込  み　写真を貼った履歴書を６月 21 日（日）（必着）

　　　　　までにバーデハウスフロントへ提出してくだ

　　　　　さい。

面  接  日　後日連絡します。
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整形外科　受付：11 時 30 分まで

予約制／受付 10 時
先天性股関節脱臼 30 分～ 10 時 50 分

受付：14 時まで
眼科 初診の人は 13 時まで

専門外来診察日
国民健康保険 南部町医療センター

☎ 0178-76-2001
診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、

　　　　肛門科、アレルギー科、歯科

都合により変更になる場合がありますので

ご来院の際は、お問い合せください。

　６月27日（土） ８時30分～　

　６月27日（土）

　６月10日（水） 13時30分～　木村先生

　６月24日（水） 13時30分～　木村先生

泌尿器科　予約制

　６月９日（火） 13時～　　　柳沢先生

　６月15日（月） 13時～　　　伊藤先生

　６月23日（火） 13時～　　　柳沢先生

　６月29日（月） 13時～　　　伊藤先生

福地保育園　　　　　　　　　　　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば （体験活動）

木曜日／９時 30 分～ 11 時

６月 11 日　くぐって遊ぼう！

６月 18 日　うたあそび

６月 25 日　七夕かざりをつくろう！

７月 ２ 日　お外で遊ぼう！

つどいのひろば （自由活動）

水曜日／９時 30 分～ 11 時

６月 10・17・24 日（誕生会）

７月１日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日／ 10 時～ 12 時

６月８・15・22・29 日

７月６日

なんぶ保育園　　　　　　　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ （体験活動）

木曜日／９時 30 分～ 11 時

６月 11 日　戸外遊び

６月 18 日　ホールで遊びましょう

６月 25 日　誕生会

７月２日　七夕制作

サークルちびこす （自由活動）

月・水曜日／９時 30 分～ 12 時

６月15・17・22・24・29日

７月１・６・８日

チェリー保育園　　　　　　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ （体験活動）

木曜日／９時 30 分～ 11 時

６月 11 日　手づくりおもちゃ

６月 18 日　砂場遊び

６月 25 日　誕生会

７月２日　七夕会

ぬくぬく （自由活動）

月・水曜日／９時 30 分～ 11 時

６月 15・17・22・24・29 日

７月１・６・８日

おいでよ！子育て支援センター
　子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない

お子さんなら、どなたでも参加できます。子育て相談や園

庭の開放、絵本やビデオを貸し出していますので、お気軽

にご利用ください。

南部町医療センター　臨床検査技師募集

　南部町医療センターでは、臨床検査技師を募集

します。

　採用試験に必要な書類や募集の詳しい内容につ

いては、南部町医療センターおよび南部町役場 

総務課（２階）で配布している募集要項をご覧い

ただくか、ホームページをご確認ください。

HP：http://www.town.aomori-nanbu.lg.jp/nmc-hp/

受付期間　６月30日（火）まで

受付時間　８時15分～17時

採用日　平成 27年９月１日（火）

受付先　必要事項を記入のうえ、申込書類を持参ま

たは郵送してください。

➣南部町医療センター　

　〒039-0502

　青森県三戸郡南部町大字下名久井字白山87-1

➣南部町役場 総務課

　〒039-0892

　青森県三戸郡南部町大字苫米地字下宿23-1

【問合せ】　南部町医療センター ☎ 0178-76-2001

試験職種 採用予定数 受験資格

臨床検査技師 １名 昭和 56年４月２日以降に生まれた者で臨床検査技師の免許を有する者
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若
　
草
　
会

大
空
も
み
え
ず
若
葉
の
奥
ふ
か
し
沢
辺
に
萌
え
る
早
蕨
を
つ
む	

奥
　
あ
さ
子

一
年
生
笑
顔
で
「
ハ
イ
！
」
と
手
を
上
げ
る
勢
い
の
良
さ
若
葉
の
ご
と
し	

中
野
　
静
子

春
風
が
苗
の
分
布
図
な
で
て
過
ぎ
耕
す
畝
も
き
ょ
う
で
整
う	

山
下
　
幸
枝

と
ん
が
っ
た
若
草
か
じ
り
親
の
ま
ね
道
が
学
び
や
子
猫
も
子
犬
も	

向
山
　
敦
子

街
を
行
く
若
葉
マ
ー
ク
は
希
望
と
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光
を
ま
と
ひ
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ー
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が
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一
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綮

入
学
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よ
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一
年
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大
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な
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の
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山
里
の
木
木
の
若
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お
り
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小
さ
な
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エ
ー
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を
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れ
る	

木
村
ひ
な
子

若
き
日
は
二
度
と
還
ら
ず
ひ
た
む
き
に
真
理
求
め
て
宇
宙
を
の
ぼ
れ	

小
林
　
青
山

な
ん
ぶ
短
歌
会

便
箋
に
書
き
ゆ
く
は
じ
め
の
一
字
よ
り
相
手
の
心
に
そ
つ
と
入
り
ゆ
く	

大
羽
澤
榮
子

マ
ス
ク
と
り
名
前
を
言
へ
ば
臥
す
姉
が
や
う
や
く
分
か
り
ク
ク
ク
と
笑
ふ	

馬
場
　
た
か

点
々

と
雑
木
の
森
に
存
在
を
し
ば
ら
く
誇
示
す
か
が
や
く
こ
ぶ
し	

坂
本
　
綾
子

庭
畑
の
少
し
ば
か
り
の
菜
園
に
肥
料
を
撒
き
て
雨
降
り
を
待
つ	

西
舘
　
ヒ
デ

ほ
と
け
の
ざ
雑
草
な
れ
ど
残
し
お
く
春
の
七
草
声
に
出
し
つ
つ	

佐
々

木
冴
美

川
岸
に
芽
吹
く
柳
を
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
ら
す
流
れ
が
日
ざ
し
に
ま
ぶ
し	

馬
場
　
敬
子

朝
露
に
ラ
ッ
パ
水
仙
濡
れ
て
咲
く
今
し
盛
り
の
コ
ブ
シ
の
下
に	

馬
場
　
　
操

は
ら
か
ら
の
息
災
を
謝
し
氏
神
へ
寄
進
の
大
鈴
想
ふ
姉
の
死	

田
中
　
と
し

撒
き
餌
に
す
ず
め
寄
り
来
て
つ
い
ば
む
を
じ
っ
と
見
て
ゐ
る
犬
の
ゴ
ン
太
は	

内
村
　
貞
子

塩
の
道
訪
ね
て
み
れ
ば
木
々

し
げ
り
往
時
の
跡
を
知
る
よ
し
も
な
し	

平
谷
　
通
泰

菜
園
に
鍬
ふ
る
日
々

を
近
づ
け
て
尾
根
の
コ
ブ
シ
の
蕾
ふ
く
ら
む	

八
木
田
順
峰

受付期間　６月４日（木）～６月 19 日（金）

入　札　日　６月 25 日（木）10 時から本庁舎で行います。

売却条件　自動車の左右に印字されているネーム消しをお

願いします／自動車取得に係る費用負担や手続きは、購

入者で行ってください。

※入札希望者は、入札参加条件や必要書類などがあります

ので、事前にお問合せください。

申込み・問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金

7 July6 June

デーレース ナイターレース

相内権現神楽の獅子頭の補修および獅子覆い替えを行い、郷土芸能の後
継者育成と地域活動の活性化につながりました。（相内芸能保存会）

休
館
日

津 GⅡM B 大賞

若松 G I 全日本覇者決定戦

尼崎一般戦 常滑
一般戦

江戸川 G I 江戸川大賞 戸田一般戦 宮島 S G グランドチャンピオン 多摩川一般戦

戸田ヴィーナスシリーズ 宮島匠シリーズ 戸田一般戦 びわこＧⅢ企業杯 尼崎
一般戦

平和島一般戦 津 GⅢ企業杯

住之江 GⅢ企業杯 若松
一般戦

桐生一般戦 丸亀一般戦 桐生一般戦

住之江
一般戦

桐生一般戦 蒲郡一般戦 若松一般戦 蒲郡一般戦 若松一般戦

下関ＧⅢウエスタンヤング 大村ＧⅢ企業杯

平和島
一般戦

戸田一般戦 びわこ
一般戦

丸亀
一般戦

住之江ＧⅢ
一般戦

桐生一般戦 若松
一般戦

ＧⅢイースタンヤング 蒲郡一般戦

公用車を売却します

車名／日産　サファリ
初度登録年月／平成２年 10 月
走行距離／ 14,074km

福
地
短
歌
会

悲
し
み
の
続
き
の
如
き
雉
子
の
声
廃
校
跡
の
奥
よ
り
聞
こ
ゆ	

川
守
田
慶
三

連
翹
が
ま
ぶ
し
く
咲
き
し
そ
の
側
の
ぶ
ど
う
棚
見
る
熟
年
夫
婦	

石
塚
　
　
守

水
槽
で
生
ま
れ
た
タ
ニ
シ
三
年
目
金
魚
の
糞
や
ら
藻
を
餌
に
し
て	

大
久
保
雪
夫

五
分
咲
き
の
桜
に
か
か
る
春
雨
も
上
が
り
て
い
よ
よ
花
の
お
祭
り	

奥
寺
　
睦
子

這
ふ
日
あ
り
立
ち
し
日
の
あ
り
歩
く
日
の
吾
に
無
か
り
し
車
椅
子
漕
ぐ	

工
藤
　
裕
正

や
ぶ
椿
今
盛
り
な
り
雨
に
ぬ
れ
み
づ
か
ら
の
葉
に
散
る
も
愛
し
き	

佐
々

木
教
子

孫
発
ち
て
一
月
す
ぎ
ぬ
学
生
の
暮
ら
し
に
慣
れ
た
か
友
は
で
き
た
か	

根
市
　
政
志



平成27年6月

かわむら
川　外
はらだ
医療セン
南　病

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら
はらだ

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

平成27年6月
金 Friday

木 Thursday

土 日Saturday Sunday【病院健診】
南部町医療センターで平日に受診でき
ます。
【集団健診】

受付時間など、詳しくは各世帯へ配付
した申込書をご覧になるか健康福祉課
( ☎ 0178‒60‒7100) へお問い合わ
せください。

…（かわむら内科クリニック）受付9時～11時30分、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時30分（水・土曜日）　※要予約（三種混合・ポリオ）
…（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）　※全予防接種予約制（希望日の1週間位前まで）
…（はらだクリニック）受付9時～12時、15時～18時（月・火・水・金）、9時～12時（木・土）　※要予約（三種混合・ポリオ）
…（南部町医療センター）受付13時～13時30分　※要予約（三種混合・ポリオ・MR混合・水痘）
…（南部病院）受付13時～13時30分　※全予防接種予約制

※接種の種類・医療機関により予約方法が異なります。各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。乳幼児予防接種（実施医療機関）

可燃

可燃

可燃

可燃

可燃

可燃

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

かわむら

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

はらだ

かわむら
はらだ

川　外
医療セン

川　外
医療セン

川　外
医療セン

川　外
医療セン

川　外
医療セン

川　外
医療セン

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

名川 A・南部 A・福地

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

かわむら はらだ …ＢＣＧ

新・雑・チラシ・段・その他紙

新・雑・チラシ・段・その他紙

新・雑・チラシ・段・その他紙

粗大

粗大

粗大

名川 A・南部 A

名川 B・南部 B

名川 A・南部 A

上斗賀・下斗賀・９区・10 区・11 区

上名久井（上）・小向・正寿寺

上名久井（下）・門前
南部町健康センター

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

ペットボトル

ペットボトル

粗大

粗大

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

名川 B・南部 B

名川 A・南部 A

上中町・荒町・小波田

虎渡・二又・古町・馬場

南部町健康センター
四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

可燃 福地

可燃 名川 B・南部 B

可燃 名川 B・南部 B

可燃 名川 B・南部 B

可燃 名川 B・南部 B

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ
かわむら はらだ

川　外

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ
かわむら はらだ

川　外

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ
かわむら はらだ

川　外

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
はらだ
かわむら はらだ

川　外

かわむら
はらだ
かわむら はらだ

川　外

かわむら
はらだ
かわむら はらだ

川　外

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

11

18

25

2 広報７月号発行予定日

9

5

12

19

26

3

10

6

13

20

27

4

11

7

14

21

28

5

12

名川 B・南部 B可燃

１・６

３健



くらしのカレンダー
可燃 不燃 粗大

くらしのカレンダー

【乳幼児健康診査、乳幼児健康相談】

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

…可燃物 …不燃物 …粗大ごみ ペット …ペットボトル 新 …新聞紙 雑 段…雑誌 …段ボール 紙 …その他紙（雑がみ）

可燃

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

名川 A・南部 A

四種混合・三種混合・ポリオ
MR 混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

缶・ビン・ペット 福地

段ボール・新聞 福地

可燃
雑・チラシ・古布・その他紙
缶・ビン・ペット

名川 B・南部 B

福地

１・６

３健

４相

…１歳６か月健康診査（H25.10～H25.11生）受付12時15分～12時45分

…４歳児健康相談（H22.10～H22.11生）受付13時～13時30分

…３歳児健康診査（H23.11～H23.12生）受付12時～12時15分

可燃 不燃
ビン
かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病
かわむら はらだ

福地 名川 B・南部 B
名川 A・南部 A

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

可燃 不燃
ビン
かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病

福地 名川 A・南部 A
名川 B・南部 B

ＢＣＧ

…ＢＣＧ

…ＢＣＧ

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

可燃 不燃
ビン
かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病

福地 名川 B・南部 B
名川 A・南部 A

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

可燃

かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病

福地

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

可燃 不燃
ビン
かわむら 川　外
はらだ 医療セン
南　病
かわむら はらだ

福地 名川 A・南部 A
名川 B・南部 B

四種混合・三種混合
ポリオ・MR混合・ヒブ
日本脳炎・肺炎球菌・水痘

可燃 名川 A・南部 A

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

可燃 名川 A・南部 A

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

可燃 名川 A・南部 A

南部町健康センター

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

可燃 名川 A・南部 A

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

可燃 名川 A・南部 A

可燃
缶・ビン・ペット

缶・ビン・ペット

名川 B・南部 B
福地

福地

かわむら
川　外
はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘・BCG

可燃
段ボール・新聞

名川 B・南部 B
福地

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

可燃
雑・チラシ・古布・その他紙
缶・ビン・ペット

名川 B・南部 B

福地

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ
かわむら はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘

…ＢＣＧ

かわむら
川　外
はらだ

四種混合・三種混合・ポリオ
MR混合・ヒブ・日本脳炎
肺炎球菌・水痘・BCG

可燃
不燃

名川 B・南部 B
福地

8

8

15

22

29

6

9

16

23

30

7

10

17

24

1

可燃 名川 B・南部 B

月 火 Tuesday 水 WednesdayMonday

４相

医療セン

かわむら はらだ

…ＢＣＧかわむら はらだ

鍋の日

…ＢＣＧかわむら はらだ
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６
月
７
日
（
日
）
は
青
森
県
知

事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。
投
票
時

間
は
７
時
か
ら
20
時
ま
で
、
各
投

票
所
で
行
い
ま
す
。
有
権
者
の
皆

さ
ん
の
大
切
な
一
票
で
す
の
で
、

棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
（
本

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

　

剣
吉
駅
前
駐
車
場
の
利
用
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
区
画　

13
区
画

使
用
期
間　

契
約
締
結
の
日
～
平

成
28
年
３
月
31
日
（
木
）（
自

動
更
新
可
）

使
用
料　

月
額

3,140
円

申
込
み　

印
鑑
お
よ
び
車
検
証
な

ど
駐
車
す
る
自
動
車
の
車
種
・

車
両
番
号
の
確
認
が
で
き
る
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

総
務
課
（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

　

町
で
は
、
身
体
障
害
者
巡
回
診

査
・
更
生
相
談
（
肢
体
不
自
由
の

障
害
の
み
）
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
る
た
め
の
診
査
を
必
要
と
す

る
方
（
診
査
時
、
既
往
歴
な
ど

が
不
明
で
判
定
が
困
難
な
場
合

は
、
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
認
定
が

必
要
な
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
程
度

や
等
級
な
ど
の
変
更
を
必
要
と

す
る
方

▽
補
装
具
の
相
談
な
ど
を
希
望
す

る
方

期
日　

７
月
８
日
（
水
）

場
所　

ゆ
と
り
あ

受
付
時
間　

９
時
～
11
時
（
診
査

開
始
は
９
時
30
分
か
ら
）

持
参
す
る
も
の　

印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
所
有
者
の
み
）

※
手
帳
交
付
の
診
査
を
希
望
す
る

方
で
、か
か
り
つ
け
の
医
療
機

関
が
あ
る
場
合
は
、レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
や
紹
介
状
な
ど
、病
名

や
治
療
の
状
況
、身
体
状
況
が

わ
か
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

そ
の
他　

脳
血
管
障
害（
脳
卒
中
・

脳
梗
塞
な
ど
）
に
よ
る
障
害
の

診
査
に
つ
い
て
は
、
発
症
か
ら

３
カ
月
以
上
経
過
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月
30
日
（
火
）

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課

（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

南
部
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日（
祝
日
除

く
）に
健
康
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

夕
方
の
時
間
帯
も
設
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
仕
事
帰
り
に
も
利
用
で

き
ま
す
。
ご
夫
婦
、
ご
友
人
と
の

ご
利
用
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

６
月
８
日
・
22
日
（
月
）

時
間　

13
時
30
分
～
16
時
30
分
、

17
時
～
18
時
30
分

場
所　

南
部
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　

２
階
運
動
指
導
室

内
容　

体
組
成
計
で
の
体
脂
肪
・

筋
肉
量
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、

骨
密
度
測
定
、
保
健
師
に
よ
る

健
康
相
談

※
健
診
結
果
を
お
持
ち
の
方
は
、

最
近
の
結
果
票
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
健
康
セ

ン
タ
ー
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
０

お知らせ
information

南部町の人口と世帯数
（平成27年５月20日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　対先月比
　人　口　19,438人　（－10）
　　男　　  9,264人　（－ 2）
　　女　　10,174人　（－ 8）
　世帯数　  7,509世帯（－ 2）

６・７月の休日窓口開設日
期日　６月６日（土）、20 日（土）
　　　７月４日（土）、18 日（土）

時間　８時 15 分～ 12 時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書

の交付、印鑑登録
※平日は、予約制で 18 時まで

窓口を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁

舎）
☎ 0179-34-2509

今月の納期

個人町・県民税（１期）

納期限・口座振替日
　６月30日（火）
 

問合せ　税務課（南部分庁舎）

選挙案内募集案内

開催案内

青
森
県
知
事
選
挙

剣
吉
駅
前
駐
車
場

身
体
障
害
者
巡
回
診

査
・
更
生
相
談

開催案内

達
者
ｄ
ｅ
健
康
相
談
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平成 27 年度分から介護保険料が上がります

　町では、これ以上の介護保険料の増加を抑えるため、元気な高齢者を増やすことを目的に、地域ごとの介護予防
教室を町内全体に広めていく予定です。
　皆さまもぜひ教室に参加し、仲間を作って楽しく健康な生活を送りましょう。

問合せ　【介護保険制度に関すること】健康福祉課（健康センター）　☎ 0178-60-7101

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【介護保険料に関すること】税務課（南部分庁舎）　　 　☎ 0179-34-2586

問合せ　地域包括支援センター　☎ 0178-76-2555

　介護保険料は、３年ごとに見直すことになっており、平成 27 年度分から介護保険料が変わります。

　介護保険料は、町民の皆さんが利用する介護サービスの総費用に応じて決まる仕組みで、介護サービスの利用

が増えれば介護保険料も増えることになります。

　南部町の 27 ～ 29 年度の介護保険料（基準額）は、24 ～ 26 年度に比べ、月額で 1,600 円（年額で 19,200 円）

上がります。（県内 40 市町村の平均は月額 6,119 円。南部町は、三戸町（7,450 円）、田子町（7,250 円）に続いて、

県内で３番目に高い保険料になりました。）

●介護保険の財源
　介護保険の運営に必要な費用は、サービスを利用する人の１割負担を除いた分が、40 歳以上の町民の方が納め

ていただく保険料と公費（国、県、町の負担金）でまかなわれています。

　南部町の平成 27 ～ 29 年度の「介護保険料（基準額）」月額 7,000 円（年額 84,000 円）に基づき、所得に応じ

た負担になるよう９段階の保険料に分かれます。

（各段階の保険料は、先月号の広報なんぶちょう５ページをご覧ください）

●基準額の決め方

●南部町　介護保険料（基準額）の推移
介護保険料（基準額） 18～ 20 年度 21～ 23 年度 24～ 26 年度 27～ 29 年度

月　額 4,627 円 4,900 円 5,400 円 7,000 円

年　額 55,524 円 58,800 円 64,800 円 84,000 円

保険料（50%） 公費（50％）

第 1 号被保険者
（65 歳以上の方）

第 2 号被保険者
（40～ 64 歳の方）

国 県 南部町

22.0％ 28.0％ （居宅）25.0％
（施設）20.0％

（居宅）12.5％
（施設）17.5％ 12.5％

軽体操を行う参加者たち

南部町で必要な
介護サービスの

総費用

65歳以上の方
の負担分
（22％）

南部町に住む
65歳以上の方の

人数

基準額
年額 84,000円

下斗賀で「地域による介護予防教室」が行われました
　５月 14 日、介護予防拠点施設「げんき館」において、

町の保健師が訪れ、地区の保健推進員らとともに今年

１回目の介護予防教室が開催されました。

　この日は 10 名の方が参加。初めに希望者の血圧測

定を行った後、日常会話の中での軽い健康相談を行い

軽い体操や、口の運動、簡単な遊びなどを通して、身

体機能向上と認知症予防に取り組みました。

　参加者たちは、体操などのほかにも、保健師や参加

者どうしの会話を楽しみ、終始笑いの絶えない教室と

なっていました。
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総
務
省
で
は
、
平
成
27
年
10
月

１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
「
平
成

27
年
国
勢
調
査
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
・
世
帯

を
対
象
と
し
て
５
年
ご
と
に
行
わ

れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査

で
す
。

　

町
で
は
、
国
勢
調
査
の
調
査
員

と
し
て
従
事
し
て
く
だ
さ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
に
関
心
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

申
込
期
限　

６
月
26
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　

企
画
財
政
課

（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
２

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
八

戸
清
掃
工
場
隣
接
）
で
は
、
同
場

所
に
お
い
て
６
月
の
体
験
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　

申
込
み
期
限
は
、
開
催
日
の
前

日
ま
で
で
す
。
ま
た
、
用
意
す
る

材
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
話
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
新
聞
紙
か
ご
作
り
教
室

期
日　

６
月
13
日
（
土
）

時
間　

９
時
～
12
時

定
員　

４
人

▽
エ
コ
布
ぞ
う
り
作
り
教
室

期
日　

６
月
14
日
（
日
）

時
間　

９
時
～
12
時

定
員　

４
人

▽
牛
乳
パ
ッ
ク
椅
子
作
り
教
室

期
日　

６
月
27
日
（
土
）

時
間　

10
時
～
12
時

定
員　

４
人

▽
エ
コ
玉
ネ
ギ
染
め
教
室

期
日　

６
月
28
日
（
日
）

時
間　

10
時
～
12
時

定
員　

４
人

問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

　

平
成
６
年
に
、
町
で
高
齢
者
対

象
事
業
と
し
て
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

の
加
工
や
押
し
花
作
り
（
高
齢
者

生
き
が
い
づ
く
り
）
を
始
め
た
仲

間
で
す
。
現
在
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
で
自
分
た
ち
の
育
て
た

花
や
野
の
草
花
を
使
い
作
品
を

作
っ
た
り
、
販
売
・
体
験
し
て
い

ま
す
。

　

花
の
好
き
な
方
は
、
一
緒
に
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
み
・
問
合
せ　

ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
７
８
・
75
・
１
８
４
１

募集案内

募集案内

会員募集

国
勢
調
査 

調
査
員
募
集

６
月
体
験
教
室

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
め
い

ぷ
る

品　　　名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円）

サンふじ （りんご） 24,582 3,714 151 157 

金星 （りんご） 4,100 603 147 105 

ゴボウ 13,815 1,930 140 327 

土付ごぼう 3,216 129 40 238 

長　芋 83,587 17,931 215 229 

にんにく 7,577 17,454 2,304 1,822 

長芋の種 33,713 9,706 288 296 

トックリ芋の種 2,343 375 160 728 

キャベツ 1,910 418 219 123 

ね　ぎ 10,548 2,666 253 264 

ほうれん草 2,242 1,065 475 442 

小松菜 835 200 239 315 

ウルイ 1,025 622 607 549 

きゅうり 4,861 1,496 308 298 

トマト 1,680 694 413 352 

アスパラガス 696 581 834 883 

シイタケ 662 448 676 616 

う　ど 1,501 310 207 206 

干　菊 27 288 10,746 8,665 

馬淵川とともに生きる期成同盟会　総会

町営市場の販売状況（平成27年4月16日~平成27年5月15日）

※全ての出荷容器に「出荷者番号」と「○○県産」の表示をお願いします。

●今月の休場日

６月７日㈰、８日㈪、14日㈰、17日㈬、21日㈰、24日㈬、28日㈰

７月５日㈰、８日㈬、12日㈰、19日㈰、20日㈪、26日㈰、29日㈬

　馬淵川流域における、安心安全な地域社会の実現に向け
て設立した「馬淵川とともに生きる期成同盟会」の総会が、
５月 15 日に開催されました。
　総会には、馬淵川中下流域および熊原川流域の、八戸市、
南部町、三戸町、田子町の首長や地域住民らが参加。会長
である工藤南部町長のあいさつに続き、事務局から今年度
の事業計画書案や予算書案などが説明されました。それに
続き、県地域整備部河川砂防施設課の田中克人課長から、
今年度で完了予定の馬淵川床上浸水対策特別緊急事業の進
捗状況が説明されました。

事業計画などを話合う参加者たち
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期
日　

10
月
10
日
（
土
）

場
所　

観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム

受
験
手
数
料　

6,100
円

申
込
み　

６
月
29
日
（
月
）
ま
で

に
必
要
書
類
一
式
を
簡
易
書
留

で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
の
他
、
必
要
な
書
類
や
試

験
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

公
益
社
団
法

人
調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー　

調
理
試
験
担
当

☎
０
３
・
３
６
６
７
・
１
８
１
５

　

今
よ
り
も
っ
と
健
康
的
に
な
る

た
め
に
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
」
教
室

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
人
気

の
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指

導
し
て
く
れ
ま
す
。

開
催
日　

毎
週
木
曜
日

時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

南
部
町
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容　

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ア
ッ

プ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
な
ど

料
金　

月
額

2,000
円　

※
月
額

1,000
円

で
２
回
コ
ー
ス
も
有
り

保
険
料　

年
間

1,000
円

申
込
み
・
問
合
せ　

佐
々
木
祝
子

☎
０
１
７
８
・
75
・
１
４
４
４

　

南
部
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で

は
、
町
内
の
小
学
生
を
対
象
に
ソ

フ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
保
護
者
の
方
も
ぜ
ひ
一
緒
に

テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
小
学
校
３
年
生
以
下
の
場
合
、

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で

す
。

期
日　

６
月
24
日
（
水
）
か
ら
毎

週
水
曜
日

時
間　

19
時
～
21
時

場
所　

ふ
る
さ
と
運
動
公
園
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
料　

小
学
生
１
人

2,000
円

申
込
期
限　

６
月
19
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ　

南
部
町
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局　

坂
本

☎
０
９
０
・
３
４
６
９
・
５
３
５
４

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、様
々
な
目
的
で
、幅
広
い
世

代
・
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
限　

９
月
20
日
（
日
）

　
　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス

☎
０
１
７
８
・
70
・
１
６
６
３

　

日
本
語
を
話
し
た
い
方
、
友
達

を
作
り
た
い
方
待
っ
て
ま
す
。

期
日　

７
月
14
日
（
火
）
ま
で
の

毎
週
火
曜
日

時
間　

18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所　

福
祉
公
民
館
（
八
戸
市
類

家
）

対
象　

八
戸
市
近
郊
に
住
む
外
国
人

ク
ラ
ス　

５
ク
ラ
ス
、
レ
ベ
ル
別

（
初
級
～
中
級
）

受
講
料　

3,000
円
（
資
料
代
）

申
込
み
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

み
ち
の
く
国
際
日
本
語
教
育
セ

ン
タ
ー　

明
日
山

☎
０
８
０
・
６
０
２
６
・
３
１
０
９

　

馬
場

☎
０
８
０
・
６
０
５
１
・
３
１
０
９

試験案内開催案内

開催案内

募集案内

開催案内

調
理
師
試
験

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
教
室

放
送
大
学
10
月
生
募
集

外
国
人
の
た
め
の
日
本

語
講
座

行政相談・人権相談

編集後記

測定地点　元二又消防屯所、町民体
育館、中央公民館、名川南小学
校、杉沢研修館、ふれあい公園

測定日　５月15日（金）
測定値　（単位： μ

マイクロ

Ｓ
シー

ｖ
ベルト

 /h）
全ての地点で0.01～0.05の値であ
り、高い放射線量は測定されませ
んでした。

問合せ　総務課（本庁舎）
☎0178-84-2111

日時　７月２日（木）
時間　13 時～ 15 時
場所　福地公民館、中央公民館、南

部公民館
問合せ△

行政相談は総務課（本庁舎）
　☎ 0178-84-2111△

人権相談は住民生活課（南部分庁
舎）☎ 0179-34-2509

おはなし会

　なんぶ読み聞かせの会の皆さんに
よる読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、
未就学のお子さんは保護者同伴でお
越しください。
期日　６月28日（日）
時間　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室１階
問合せ　社会教育課（南部分庁舎）
☎0179-34-2132

　起伏のある名久井岳のコースを走
る「トレイルランニング」。
　好天の中、新緑の名久井岳に挑む
参加者たちは、ゴールした後の達成
感あふれる笑顔が輝いて見えまし
た。【tam】

放射線測定
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■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
利
用
者
負
担
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定

▽
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
施
行
に
伴
い
、
町
立
の

幼
稚
園
や
保
育
所
に
関
す

る
保
育
料
の
算
定
根
拠
を

町
条
例
に
定
め
た
。

■
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

▽
国
の
制
度
移
行
に
伴
い
、

教
育
委
員
長
と
教
育
長
が

一
本
化
さ
れ
る
た
め
、
関

係
す
る
６
つ
の
条
例
の
一

部
を
改
正
し
た
。

　
　

経
過
措
置
と
し
て
現
在

の
教
育
長
の
任
期
満
了
後

に
新
制
度
に
移
行
す
る
。

▽
地
方
教
育
行
政
を
民
意
か

ら
切
り
離
し
、
教
育
を
政

治
と
行
政
の
手
段
に
変
え
、

首
長
と
文
部
科
学
大
臣
の

教
育
支
配
の
正
当
化
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

■
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

▽
農
村
交
流
推
進
課
と
商
工

観
光
課
を
統
合
し
、
商
工

観
光
交
流
課
と
し
た
。

■
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

正
▽
行
政
手
続
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
①
行
政
指
導
の

権
限
や
根
拠
の
明
示
②
行

政
指
導
に
対
す
る
住
民
か

ら
の
中
止
の
申
し
出
③
住

民
が
法
律
違
反
を
発
見
し

た
場
合
に
町
へ
行
政
指
導

等
を
求
め
る
手
続
き
を
追

加
し
た
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

▽
県
の
通
告
に
よ
り
平
成
27

年
４
月
の
給
与
改
定
に
伴

う
減
額
者
に
対
す
る
現
給

保
障
な
ど
所
要
の
改
正
を

し
た
。

■
乳
幼
児
医
療
費
条
例
等
の

一
部
改
正

▽
償
還
払
い
し
て
い
た
乳
幼

児
医
療
費
等
を
病
院
等
の

窓
口
で
医
療
費
の
支
払
い

が
発
生
し
な
い
よ
う
、
所

要
の
改
正
を
し
た
。

■
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
▽
平
成
27
年
度
か
ら
３
カ
年

の
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
標
準
保

険
料
を
月
額
５
千
４
０
０

円
か
ら
７
千
円
に
引
き
上

げ
る
な
ど
所
要
の
改
正
を

し
た
。

▽
保
険
料
引
き
下
げ
の
た
め

国
の
負
担
割
合
を
増
や
し
、

町
独
自
の
支
援
を
要
望
す

る
。

■
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

改
正

▽
下
水
道
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
水
質
基
準

を
改
正
し
た
。

■
平
成
27
年
度
一
般
会
計
及

び
各
特
別
会
計
予
算

▽
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

前
年
度
よ
り
３
億
５
千
万

円
減
の
99
億
５
千
万
円
、

17
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ

て
２
１
３
億
３
１
６
万
２

千
円
で
、
前
年
度
よ
り
３

千
７
５
０
万
３
千
円
の
減

と
な
っ
た
。

　
　

一
般
会
計
の
主
な
事
業

は
、
地
域
集
会
施
設
整
備

事
業
に
６
千
８
５
０
万
６

︻
↖
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
︼

 なんぶ

第40号 発行・編集
議会広報編集委員会 ☎ 0178・84・2124

合
併
10
周
年
記
念
事
業
、
子
育
て
支
援
、

農
商
工
業
の
後
継
者
育
成
費
を
重
点
計
上

※
平
成
27
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

　

第
61
回
定
例
会
に
は
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、
平
成
26
年
度
各
会

計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
27
年
度
各
会
計
予
算
は
、
議
員
全
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
︵
馬
場
又
彦
委
員
長
︶
に
付
託
さ
れ
、
３
月
６
日
・
９
日
に
審
査
を

行
い
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

第
61
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

３
月
２
日 

～ 

３
月
10
日

主 

な 

議 
案

条
例

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
反
対
す
る
討
論

︵
立
花
寛
子
議
員
︶

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
反
対
す
る
討
論

︵
立
花
寛
子
議
員
︶

予
算
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なんぶ議会だより

︻
↙
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
︼

　

千
円
、
合
併
10
周
年
記
念

事
業
に
１
千
67
万
８
千
円
、

若
年
後
継
者
海
外
研
修
事

業
に
４
２
０
万
５
千
円
、

乳
幼
児
医
療
費
等
窓
口
払

い
無
料
化
事
業
に
２
０
５

万
１
千
円
、
新
庁
舎
整
備

に
係
る
調
査
事
業
に
１
０

８
万
円
、
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
家
屋
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
に
１
０
０
万
円
な

ど
。

※
平
成
27
年
度
各
会
計
予
算

の
詳
細
は
、
広
報
な
ん
ぶ

ち
ょ
う
４
月
号
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

▽
一
般
会
計
の
評
価
で
き
る

項
目
は
発
展
さ
せ
、
国
保
、

介
護
分
野
は
加
入
者
負
担

の
軽
減
を
求
め
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
国
保
税
が
引
き
下
が
る

の
は
喜
ば
し
い
が
、
さ
ら

な
る
支
援
を
求
め
る
。

▽
介
護
保
険
特
別
会
計
だ
が
、

保
険
料
の
高
騰
を
抑
え
、

介
護
の
提
供
基
盤
を
拡
大

し
、
持
続
可
能
と
す
る
に

は
、
国
庫
負
担
の
引
き
上

げ
し
か
な
い
。

　
　

介
護
制
度
の
根
本
矛
盾

の
解
決
を
求
め
る
。

▽
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
は
、
75
歳

以
上
の
人
口
と
医
療
費
の

増
加
で
保
険
料
が
跳
ね
上

が
る
高
齢
者
い
じ
め
の
制

度
で
あ
り
、
以
前
の
老
人

保
険
制
度
に
戻
す
べ
き
で

あ
る
。

■
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
︵
第
５
号
︶

▽
主
な
補
正
は
、
国
の
交
付

金
（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
事
業
）
を
活
用
し

た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
と
小
・
中
学
生
の
給

食
費
無
償
化
の
助
成
を
行

う
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
事
業
費
に
１
億
２
千

４
１
０
万
円
、
公
共
施
設

整
備
基
金
（
積
立
）
に
２

億
７
千
９
５
７
万
８
千
円
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
６
１
６

万
２
千
円
を
追
加
、
予
算

総
額
を
１
０
９
億
３
千
６

５
７
万
７
千
円
と
し
た
。

※
こ
の
ほ
か
、
６
つ
の
特
別

会
計
に
お
い
て
、
決
算
見

込
み
に
よ
り
予
算
を
減
額

補
正
し
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▽
委
員
１
名

　

西
舘　

た
か 

氏
（
沖
田
面
）

■
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任

▽
委
員
３
名

　

佐
々
木　

豊 

氏
（
埖　
　

渡
）

　

掛
端　

愛
子 

氏
（
上
名
久
井
）

　

岩
舘　

茂
好 
氏
（
沖
田
面
）

■
各
地
区
集
会
所
25
施
設

︻
指
定
管
理
者
︼
各
地
区
の

町
内
会

■
①
名
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
名
川
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
③
剣
吉
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

︻
指
定
管
理
者
︼
社
会
福
祉

法
人
南
部
町
社
会
福
祉
協

議
会

■
斗
賀
・
新
開
地
地
区
介
護

予
防
拠
点
施
設
げ
ん
き
館

︻
指
定
管
理
者
︼
斗
賀
・
新

開
地
地
区
介
護
予
防
拠
点

施
設
運
営
委
員
会

■
小
波
田
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー

︻
指
定
管
理
者
︼
小
波
田
農

業
研
修
セ
ン
タ
ー
管
理
運

営
委
員
会

■
相
内
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

︻
指
定
管
理
者
︼
相
内
町
内

会
■
鳥
舌
内
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー

︻
指
定
管
理
者
︼
鳥
舌
内
新

生
活
運
動
協
議
会

■
名
川
り
ん
ご
集
出
荷
貯
蔵

セ
ン
タ
ー

︻
指
定
管
理
者
︼
八
戸
農
業

協
同
組
合

■
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
及
び

総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

︻
指
定
管
理
者
︼
一
般
財
団

法
人
南
部
町
健
康
増
進
公

社
※
い
ず
れ
も
、
指
定
期
間
は

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

■
債
権
の
放
棄

▽
バ
ー
デ
パ
ー
ク
を
安
定
的

に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
町
が
一
般
財
団

法
人
南
部
町
健
康
増
進
公

社
に
貸
し
付
け
て
い
た
、

平
成
６
年
の
２
千
万
円
と

平
成
12
年
の
２
千
万
円
の

債
権
を
放
棄
し
た
。

■
①
三
戸
地
区
塵
芥
処
理
事

務
組
合
の
解
散
②
三
戸
地

区
塵
芥
処
理
事
務
組
合
の

解
散
に
伴
う
財
産
処
分
③

三
戸
地
区
環
境
整
備
事
務

組
合
規
約
の
一
部
変
更

▽
行
政
改
革
に
よ
り
平
成
27

年
８
月
31
日
を
も
っ
て
三

戸
地
区
塵
芥
処
理
事
務
組

合
が
解
散
し
、
三
戸
地
区

環
境
整
備
事
務
組
合
が
事

務
を
継
承
す
る
。

■
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰

米
処
理
を
求
め
る
陳
情
書

︵
継
続
審
査
︶

▽
米
価
下
落
対
策
と
し
て
、

緊
急
に
過
剰
米
の
処
理
を

求
め
る
陳
情
の
趣
旨
に
賛

成
す
る
。

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

審
査
結
果
報
告
は
「
過
剰

米
処
理
の
み
で
は
米
価
下

落
の
根
本
解
決
に
な
ら
な

い
た
め
」
不
採
択
。

▽
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の

審
査
結
果
報
告
の
と
お
り

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
し

た
。

◉ 主な議案（第 61 回定例会）

平
成
27
年
度
各
会
計
予
算

に
反
対
す
る
討
論

︵
立
花
寛
子
議
員
︶

人
事

そ
の
他

陳
情

指
定
管
理

陳
情
に
賛
成
す
る
討
論

︵
立
花
寛
子
議
員
︶

■
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰

■
政
府
に
よ
る
緊
急
の
過
剰
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■
平
成
26
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

︻
問
︼　

社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
は
今
年
の
秋

ご
ろ
か
ら
動
く
と
思
わ

れ
る
が
、
町
民
は
ど
の

よ
う
な
知
識
が
必
要

で
、
町
は
ど
の
よ
う
に

周
知
徹
底
す
る
の
か
。

︵
工
藤
久
夫
議
員
︶

︻
企
画
財
政
課
長
答
弁
︼

　
　

個
人
や
法
人
に
固
有

の
番
号
を
与
え
、
複
数

の
行
政
機
関
が
個
人
情

報
を
相
互
に
活
用
す
る

こ
と
で
、
税
や
社
会
保

障
、
災
害
な
ど
の
複
雑

な
行
政
手
続
き
を
簡
素

化
す
る
仕
組
み
で
、
平

成
27
年
10
月
の
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
申
請
を
忘
れ
て
い

る
方
に
「
こ
の
よ
う
な

権
利
が
あ
り
ま
す
よ
」

と
プ
ッ
シ
ュ
す
る
サ
ー

ビ
ス
の
実
現
に
も
期
待

が
持
て
る
。

　
　

町
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、

必
要
に
応
じ
て
毎
戸
配

付
チ
ラ
シ
で
周
知
し
た

い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
︵
一

般
会
計
、
総
務
費
︶

︻
問
︼　

若
年
後
継
者
海

外
研
修
の
予
算
が
少
な

い
よ
う
に
感
じ
る
が
、

参
加
人
数
や
研
修
先
、

研
修
内
容
が
決
ま
っ
て

い
れ
ば
お
知
ら
せ
い
た

だ
き
た
い
。

︵
工
藤
正
孝
議
員
︶

︻
農
村
交
流
推
進
課
長
答

弁
︼　

人
員
は
職
員
を

含
め
20
人
で
、
研
修
地

は
韓
国
、
現
地
の
農
協

な
ど
の
代
表
者
と
交
流

し
、
先
進
地
農
園
、

加
工
場
、
販
売
施
設
等

の
視
察
を
計
画
し
て
い

る
。

︻
問
︼　

新
庁
舎
建
設
調

査
業
務
だ
が
、
庁
舎
単

体
で
考
え
る
の
で
は
な

く
、
町
営
市
場
も
起
債

が
終
わ
り
、
老
朽
化
が

激
し
い
な
ど
、
町
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
と

し
て
協
議
し
て
ほ
し

い
。︵

夏
堀
文
孝
議
員
︶

　
︻
町
長
答
弁
︼　

合
併
10

年
を
迎
え
、
町
の
将
来

の
た
め
に
議
論
す
べ
き

時
期
だ
と
考
え
、
議
論

の
た
め
の
基
礎
資
料
を

作
成
す
る
た
め
に
調
査

す
る
。

　
　

分
庁
舎
方
式
の
継
続

も
含
め
、
庁
舎
建
設
は

全
く
の
白
紙
で
、
町
民

が
困
惑
し
な
い
よ
う
、

慎
重
に
協
議
し
て
進
め

た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
︵
一

般
会
計
、
農
林
水
産
業

費
︶

︻
問
︼　

農
地
・
水
環
境

保
全
向
上
対
策
事
業
の

補
助
金
が
、
９
月
や
12

月
に
支
払
わ
れ
、
お
盆

前
に
作
業
し
た
人
件
費

を
し
ば
ら
く
払
え
な
い

団
体
が
多
い
と
聞
く
。

　
　

今
後
は
町
会
計
を

通
っ
て
交
付
さ
れ
る
よ

う
だ
が
、
早
め
に
支
払

え
な
い
か
。

︵
川
井
健
雄
議
員
︶

︻
農
林
課
長
答
弁
︼　

平

成
27
年
度
か
ら
は
、
多

面
的
支
払
い
機
能
に
変

わ
り
、
町
会
計
を
通
っ

て
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
。

　
　

事
業
計
画
の
認
定
や

支
払
い
の
時
期
が
ま
だ

確
定
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
動
向
を
注
視
し
、

対
応
し
た
い
。

︻
問
︼　

「
南
部
太
ネ

ギ
」
は
南
部
町
の
目
玉

に
な
り
う
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
秘
め
る
と
思

う
が
、
生
産
目
標
量
や

販
売
な
ど
、
ど
の
よ
う

な
戦
略
に
乗
せ
て
い
く

の
か
。

︵
川
守
田
稔
議
員
︶

︻
農
林
課
長
答
弁
︼　

栽

培
に
手
間
が
か
か
る
た

め
難
儀
し
て
い
る
。

　
　

平
成
27
年
度
に
は
、

経
営
規
模
を
拡
大
で
き

る
栽
培
方
法
の
確
立
を

目
的
と
し
て
、
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
に
露
地
、

ハ
ウ
ス
等
の
栽
培
研
究

を
委
託
し
、
町
内
の
生

産
現
場
も
確
認
い
た
だ

い
て
情
報
交
換
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
　

町
内
や
八
戸
市
で
も

高
値
で
取
り
引
き
さ
れ

て
お
り
、
課
題
を
ク
リ

ア
し
て
い
き
た
い
。

■
予
算
特
別
委
員
会
︵
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
特
別

会
計
︶

︻
問
︼　

給
食
費
無
償
化

は
南
部
町
在
住
者
が
対

象
で
、
町
外
か
ら
南
部

町
に
通
学
す
る
生
徒

は
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
居

て
も
無
償
化
さ
れ
な

い
。

　
　

町
外
在
住
の
生
徒
の

無
償
化
に
は
、
ど
の
程

度
の
予
算
が
必
要
か
。

︵
立
花
寛
子
議
員
︶

︻
学
務
課
長
答
弁
︼　

平

成
26
年
度
ベ
ー
ス
で
は

75
万
円
。

　
　

町
独
自
の
制
度
で
あ

り
、
逆
に
南
部
町
か
ら

町
外
に
通
学
し
た
場
合
、

通
学
先
の
自
治
体
か
ら

助
成
を
受
け
ら
れ
る
と

は
、
限
ら
な
い
。

　
　

南
部
町
民
が
町
外
の

小
・
中
学
校
に
通
学
す

る
場
合
に
は
、
南
部
町

が
、
南
部
町
の
給
食
費

の
額
に
応
じ
て
助
成
す

る
こ
と
と
な
る
。

◉ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
予
算
特
別
委
員
会

南部太ネギ
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なんぶ議会だより

◉ 一般質問
質　

問　

南
部
藩
発
祥
の

地
で
あ
る
町
の
特
色
や
歴

史
、
発
掘
調
査
の
結
果
を

町
内
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
住
民

の
意
識
を
高
め
、
町
の
活

性
化
や
知
名
度
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
考
え
は
な

い
か
。

町
長
答
弁　

歴
史
の
あ
る

聖
寿
寺
館
跡
や
御
霊
屋
は

観
光
に
お
い
て
も
重
要
な

資
源
で
あ
り
、
町
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
南
部
藩

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。

　

南
部
藩
の
歴
史
と
同
時

に
、
白
華
山
法
光
寺
も
Ｐ

Ｒ
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

職
員
に
伝
え
て
い
る
。

　

資
料
館
な
ど
の
ハ
ー
ド

面
に
つ
い
て
は
、
維
持
管

理
な
ど
に
つ
い
て
慎
重
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

教
育
長
答
弁　

南
部
藩
発

祥
の
地
で
あ
る
我
が
町
の

歴
史
を
解
明
す
る
た
め
、

平
成
16
年
９
月
に
国
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
聖
寿
寺
館

跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
き
た
。

　

今
年
度
は
主
殿
と
考
え

ら
れ
る
大
型
の
建
物
跡
や

南
部
家
の
家
紋
﹃
向
鶴
﹄

が
刻
ま
れ
た
青
銅
製
品
、

東
北
初
と
な
る
京
の
都
で

つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
金
箔
土
器
が
出
土
し
、

専
門
家
の
高
い
評
価
を
得

て
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　

現
在
、
史
跡
聖
寿
寺
館

跡
に
関
す
る
調
査
整
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
史
跡

の
整
備
を
検
討
し
て
い

る
。

　

県
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ

い
て
は
、
専
門
家
な
ど
の

参
加
を
い
た
だ
き
南
部
学

研
究
会
を
開
催
し
、
町
民

を
対
象
と
し
た
情
報
発
信

と
し
て
、
南
部
ふ
る
さ
と

塾
も
開
催
し
て
い
る
。

　

我
が
町
に
は
県
天
然
記

念
物
の
参
道
松
並
木
や
国

内
最
大
級
の
三
重
の
塔
な

ど
貴
重
な
文
化
遺
産
を
有

す
る
白
華
山
法
光
寺
、
数

百
年
前
か
ら
引
き
継
が
れ

る
南
部
民
謡
、
南
部
手
踊

り
、
え
ん
ぶ
り
、
神
楽
な

ど
町
内
各
地
に
点
在
す
る

有
形
・
無
形
文
化
遺
産
が

あ
り
、
今
後
と
も
各
課
と

連
携
し
な
が
ら
町
内
外
に

広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。

質　

問　

馬
淵
川
の
水
害

の
頻
度
が
改
善
さ
れ
た
よ

う
な
気
が
す
る
が
、
現
在

進
め
て
い
る
改
修
工
事
や

大
型
土
の
う
設
置
な
ど
の

効
果
に
よ
る
も
の
か
。

　

そ
れ
と
も
、
降
雨
が
少

な
い
な
ど
気
象
条
件
に
よ

る
も
の
な
の
か
。

　

町
の
分
析
や
見
解
を
問

う
。

町
長
答
弁　

平
成
24
年
か

ら
馬
淵
川
床
上
浸
水
対
策

特
別
緊
急
事
業
に
よ
っ
て

河
道
掘
削
及
び
輪
中
堤
の

整
備
を
進
め
て
き
た
。

　

昨
年
は
10
月
に
台
風
18

号
、
19
号
に
よ
っ
て
日
本

列
島
各
地
で
土
砂
崩
れ
な

ど
の
被
害
が
あ
り
、
県
は

応
急
処
置
と
し
て
大
型
土

の
う
を
設
置
す
る
な
ど
対

策
を
講
じ
て
い
る
。

　

気
象
条
件
に
も
よ
る

が
、
基
準
と
な
る
八
戸
市

の
櫛
引
橋
の
水
位
デ
ー
タ

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
改
修
工
事
の
効
果
が

徐
々
に
表
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
が
、
雨
量

な
ど
、
全
く
同
じ
条
件
で

の
比
較
は
難
し
い
。

　

馬
淵
川
か
ら
堤
防
を
超

え
て
の
浸
水
の
ほ
か
、
山

間
部
や
支
流
か
ら
流
入
す

る
影
響
も
強
い
と
感
じ
て

お
り
、
流
入
し
た
水
を
馬

淵
川
に
吐
き
出
す
ポ
ン
プ

の
設
置
な
ど
、
県
の
河
川

砂
防
課
に
検
討
を
依
頼
し

て
い
る
。

　

気
象
状
況
に
よ
り
、
ま

だ
ま
だ
安
心
で
き
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
て
お

り
、
現
在
の
床
上
浸
水
対

策
特
別
緊
急
事
業
の
早
期

完
成
と
新
た
な
対
策
と
し

て
決
定
し
た
三
戸
駅
前
、

大
向
、
門
前
地
区
の
堤
防

新
設
や
か
さ
上
げ
の
整
備

促
進
を
図
り
た
い
。

　

引
き
続
き
、
国
会
議
員

や
国
土
交
通
省
へ
の
要
望

活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

国
直
轄
に
よ
る
一
体
管
理

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

た
い
。

 

町
の
発
展
と

南
部
藩

馬
淵
川
の
水

害
に
つ
い
て

工藤 幸子 議員

向鶴青銅製刀装具

金箔土器

一　

般　

質　

問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
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質　

問　

現
在
の
分
庁
舎

方
式
で
は
、
維
持
管
理
費

の
増
や
職
員
の
他
事
業
へ

の
意
識
や
理
解
の
不
足
な

ど
、
徐
々
に
弊
害
が
出
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　

合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
も
迫
る
中
で
、
他
事
業

と
の
調
整
、
建
設
費
、
建

設
地
の
選
定
な
ど
難
し
い

課
題
が
多
い
と
思
う
が
、

仮
に
建
設
す
る
と
な
る
と

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
進
む
の
か
。

町
長
答
弁　

現
在
は
、
本

庁
舎
、
南
部
分
庁
舎
、
中

央
公
民
館
、
健
康
セ
ン

タ
ー
で
業
務
を
行
い
、
２

つ
の
庁
舎
と
支
所
、
健
康

セ
ン
タ
ー
に
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
。

　

多
く
の
住
民
は
窓
口
で

の
手
続
き
が
主
な
来
庁
理

由
だ
が
、
団
体
の
役
職
者

や
事
業
申
請
者
な
ど
、
専

門
業
務
の
手
続
き
で
は
担

当
課
の
あ
る
庁
舎
に
出
向

く
必
要
が
あ
り
、
南
部
分

庁
舎
か
ら
本
庁
舎
ま
で
は

車
で
約
20
分
と
極
端
に
遠

く
は
な
い
が
、
非
効
率
な

部
分
も
あ
り
、
庁
舎
の
統

合
で
解
消
さ
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
予
算
に
は

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調

査
費
用
に
約
１
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
建
設
の
財
源
は

合
併
特
例
債
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
て
お
り
、
平
成

32
年
度
ま
で
に
完
成
し
た

場
合
は
借
り
た
額
の
７
割

が
戻
り
、
平
成
33
年
度
以

降
に
建
設
し
た
場
合
は
、

す
べ
て
町
単
独
予
算
で
の

建
設
と
な
る
。

　

仮
に
合
併
特
例
債
を
活

用
し
て
建
設
す
る
場
合
、

28
年
度
に
建
設
地
選
定
と

基
本
設
計
等
、
29
年
度
に

用
地
買
収
と
造
成
工
事
及

び
実
施
設
計
、
30
年
度
に

建
設
工
事
に
着
手
す
る
と

い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
考

え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
現
段
階
で
は

ま
っ
た
く
白
紙
の
状
態

で
、
現
行
の
分
庁
舎
方
式

の
継
続
も
含
め
、
検
討
委

員
会
を
組
織
す
る
な
ど
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

中
学
生
以
下
の

医
療
費
無
償
化
は
、
子
育

て
支
援
と
し
て
有
意
義
で

あ
り
、
保
護
者
は
大
変
、

喜
ん
で
い
る
と
聞
く
。

　

現
在
は
病
院
窓
口
で
医

療
費
を
支
払
い
、
後
日
、

領
収
書
を
添
え
て
町
に
還

付
請
求
す
る
方
法
だ
が
、

病
院
窓
口
で
医
療
費
の
支

払
い
が
必
要
な
い
よ
う
、

改
善
で
き
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
で
は
中
学

生
以
下
の
医
療
費
と
ひ
と

り
親
世
帯
の
場
合
は
高
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
給

付
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
医
療
機
関
で

医
療
費
を
お
支
払
い
い
た

だ
き
、
後
日
、
役
場
窓
口

で
還
付
申
請
を
し
て
い
た

だ
く
「
償
還
払
い
」
で
助

成
し
て
い
る
。

　

償
還
払
い
に
よ
る
助
成

は
、
申
請
の
煩
わ
し
さ
と

申
請
漏
れ
が
起
こ
る
な
ど

の
問
題
が
あ
る
。

　

支
援
の
向
上
と
簡
素
化

の
た
め
、
医
療
機
関
で
受

給
者
証
を
提
示
す
る
だ
け

で
医
療
費
の
助
成
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
今
定
例
会

に
条
例
改
正
や
予
算
案
を

提
案
し
て
い
る
。

　

実
施
時
期
は
、
住
民
へ

の
周
知
や
関
係
機
関
と
の

調
整
な
ど
の
準
備
が
整
い

次
第
、
実
施
し
た
い
。

　

医
療
費
の
無
償
化
に
加

え
、
給
食
費
無
償
化
、
奨

学
金
制
度
な
ど
、
町
独
自

の
支
援
に
よ
り
、
子
育
て

支
援
と
人
口
減
少
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質　

問　

町
は
、
功
労
の

あ
っ
た
人
に
対
し
、
感
謝

と
称
賛
の
意
味
を
込
め
て

毎
年
表
彰
し
て
い
る
が
、

選
定
方
法
や
基
準
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁　

町
の
主
な
表

彰
は
名
誉
町
民
条
例
と
表

彰
条
例
に
基
づ
く
３
つ
が

あ
り
、
具
体
的
な
基
準
は

左
の
表
の
と
お
り
。

　

ほ
か
に
、
教
育
委
員
会

の
文
化
賞
や
ス
ポ
ー
ツ
賞

も
規
定
に
基
づ
い
て
表
彰

さ
れ
て
い
る
。

　

表
彰
だ
が
、
副
町
長
と

各
課
長
等
で
構
成
す
る
表

彰
審
査
会
で
慎
重
に
審
議

し
、
毎
年
、
新
年
互
礼
会

の
席
上
で
表
彰
式
を
執
り

行
っ
て
い
る
。

◉ 一般質問

中
学
生
以
下
の

医
療
費
無
償
化

を
病
院
窓
口
で

新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

山田 賢司 議員

町
の
表
彰
制
度

○名誉町民（称号授与）
町に縁故が深く、学術技芸、社会文化の振興に貢献し、功績
が特に優れ、郷土の誇りとして町民から深く尊敬されている　
など

○功労表彰
①行政員 (15 年 )、教育委員 (15 年 )、農業委員 (15 年 ) のほか、
民生委員や消防団員、議員など永年にわたり地方自治に貢献
②産業上の有力な品種改良や国家的な発見・発明　など

○善行表彰
①個人で 100 万円以上、法人で 200 万円以上の寄付②全国
大会出場や優勝、上位入賞で町の名誉を高揚③災害時に自己
の危難を省みず人命救助や治安維持に貢献　など
※功労表彰や善行表彰では、国や県の勲章や褒章を受けた方

も候補とされます。

町の表彰と主な基準
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質　

問　

経
済
対
策
を
重

点
と
し
、
消
費
の
回
復
策

や
地
方
支
援
を
柱
に
景
気

の
下
支
え
を
目
指
す
、
国

の
平
成
26
年
度
補
正
予
算

に
町
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
、
次
の
点
を
問

う
。

①
商
業
、
工
業
産
業
等
の

活
性
化
対
策
へ
の
取
り
組

み
は
。

②
子
育
て
支
援
や
若
者
定

住
対
策
等
、
支
援
の
取
り

組
み
は
。

町
長
答
弁　

平
成
26
年
12

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
地

方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
と
し

て
、
臨
時
的
な
交
付
金
で

地
方
支
援
を
行
う
た
め
編

成
さ
れ
た
国
の
平
成
26
年

度
補
正
予
算
だ
が
、
町
は

国
の
方
針
に
呼
応
し
て
施

策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

具
体
的
な
施
策
だ
が
、

経
済
状
況
を
踏
ま
え
た
生

活
者
等
の
支
援
を
す
る

「
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
」
と
地
方
が
直
面

す
る
課
題
等
へ
の
実
効
あ

る
取
り
組
み
を
通
じ
た
地

方
の
活
性
化
支
援
を
す
る

「
地
方
創
生
先
行
型
」
の

２
つ
の
施
策
が
あ
る
。

①
②
具
体
的
な
町
の
取
り

組
み
だ
が
、
下
の
表
の
と

お
り
で
、
今
期
定
例
会
の

補
正
予
算
案
に
計
上
し
て

い
る
。

　

各
種
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
に
対
し
て

計
画
書
を
提
出
し
、
事
業

内
容
を
審
査
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
交
付
金
事
業
以

外
で
も
、
奨
学
金
事
業
や

若
い
世
代
を
中
心
に
公
用

地
を
宅
地
と
し
て
低
価
格

で
提
供
す
る
な
ど
、
総
合

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

質　

問　

③
農
業
地
域
に

は
非
公
共
工
事
と
し
て
の

支
援
対
策
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
が
、
町
の
対
応
と

取
り
組
み
は
。

町
長
答
弁　

③
国
の
農
業

関
係
の
補
正
額
は
２
千
７

８
０
億
円
で
、
非
公
共
事

業
分
が
２
千
１
１
３
億

円
、
公
共
事
業
分
が
６
６

７
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
共
事
業
と
は
、
道
路

や
河
川
、
農
地
基
盤
整
備

な
ど
の
土
木
事
業
や
住

宅
・
上
下
水
道
な
ど
の
生

活
関
連
施
設
の
整
備
事
業

を
指
し
、非
公
共
事
業
は
、

公
共
事
業
以
外
の
担
い
手

育
成
や
機
械
導
入
へ
の
支

援
、
制
度
資
金
な
ど
の
政

策
経
費
が
中
心
と
な
る
。

　

当
町
で
は
、
今
回
の
国

の
補
正
予
算
に
対
す
る
農

業
分
野
の
予
算
と
し
て
、

青
年
就
農
給
付
金
事
業
の

平
成
27
年
度
分
を
前
倒
し

し
て
給
付
す
る
た
め
、
今

定
例
会
の
補
正
予
算
案
に

計
上
し
て
い
る
。

　

内
容
だ
が
、
国
か
ら
示

さ
れ
た
給
付
分
は
７
５
０

万
円
で
、
す
で
に
６
０
０

万
円
を
予
算
化
し
て
い
た

た
め
、
差
額
分
の
１
５
０

万
円
を
計
上
し
た
。

　

町
で
は
、
農
道
や
農
業

用
水
路
な
ど
の
公
共
工
事

は
、
地
元
農
家
の
方
の
受

益
者
負
担
が
伴
わ
な
い
よ

う
、
県
営
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
や
県
営
農
地

整
備
事
業
な
ど
で
、
順
次

進
め
て
い
る
。

　

国
か
ら
の
割
当
金
と
は

別
に
、
町
単
独
で
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
購
入

費
助
成
や
農
商
工
後
継
者

の
海
外
研
修
費
用
も
新
年

度
予
算
に
計
上
し
た
。

　

今
後
も
、
国
・
県
の
事

業
を
活
用
し
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
時
に

は
町
単
独
予
算
で
あ
っ
て

も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

地
方
支
援
を
柱
と
し
た

国
の
補
正
予
算
へ
の
対
応
は

なんぶ議会だより

◉ 一般質問

中舘 文雄 議員

学校給食

地域消費喚起・生活支援型　（ 国の予算総額：2,500 億円 ）
　○南部町の限度額　5,276 万 7,000 円
　○町の事業内容
　１）プレミアム商品券発行
　　　①１万２千円分の商品券を１万円で１万セット販売
　　　②住民税非課税世帯に３千円分の商品券を配付（2,500 世帯を予定）
　　　③高校生世代の子が居る世帯へ一世帯当たり３千円分の商品券を配付（600 世帯を予定）
　２）高齢者を対象にバーデハウスとチェリウスの無料入浴券を発行、配付
　３）小・中学生の医療費助成事業

地方創生先行型　（ 国の予算総額：1,700 億円）
　○南部町の限度額　4,353 万 6,000 円
　○町の事業内容
　１）町内に住む小・中学生の給食費を無償化

国の緊急経済対策による臨時交付金を活用した南部町の事業

南部町プレミアム商品券

国の緊急経済対策による臨時交付金を活用した南部町の事業国の緊急経済対策による臨時交付金を活用した南部町の事業

南部町プレミアム商品券
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質　

問　

国
の
新
年
度
予

算
案
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
社
会
保
障
を
切
り
捨
て

る
一
方
、
大
企
業
は
減
税

し
、
３
年
連
続
で
軍
拡
を

進
め
、
農
協
改
革
な
ど
地

方
の
活
力
を
冷
え
込
ま
せ

る
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

町
長
の
見
解
を
問
う
。

町
長
答
弁　

国
の
来
年
度

予
算
全
般
だ
が
、
税
収
の

増
を
背
景
に
増
額
さ
れ
て

い
る
反
面
、
国
債
の
発
行

は
抑
制
さ
れ
、
将
来
へ
の

負
担
は
軽
減
さ
れ
た
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

　

主
要
経
費
を
見
る
と
、

防
衛
関
係
経
費
の
増
加
は

あ
る
が
、
社
会
保
障
費
も

充
実
を
図
る
も
の
と
し
て

増
額
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
計
画

に
関
し
て
は
、
地
方
税
増

収
を
反
映
さ
せ
地
方
交
付

税
は
減
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
一
般
財
源
総
額
は
61

兆
５
千
４
８
５
億
円
の
過

去
最
高
額
が
確
保
さ
れ
、

一
定
の
評
価
が
で
き
る
も

の
と
思
っ
て
い
る
。

質　

問　

介
護
報
酬
が
過

去
最
大
規
模
で
引
き
下
げ

ら
れ
る
が
、
介
護
現
場
に

も
た
ら
す
影
響
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
介
護
職
員
の
処

遇
改
善
の
予
算
を
組
む
自

治
体
も
あ
る
が
、
町
独
自

の
取
り
組
み
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

厚
生
労
働
省

は
、
平
成
27
年
度
に
介
護

報
酬
を
引
き
下
げ
る
が
、

在
宅
支
援
に
対
す
る
機
能

強
化
や
基
準
緩
和
、
介
護

人
材
の
処
遇
改
善
な
ど
、

事
業
者
の
取
り
組
み
に
応

じ
た
新
た
な
加
算
や
基
本

報
酬
以
外
の
加
算
強
化
に

よ
っ
て
、
事
業
者
へ
の
影

響
は
比
較
的
に
少
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
は
、
安
く
利
用

で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　

改
正
は
、
少
子
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
の
中
で

も
、
介
護
保
険
制
度
維
持

の
可
能
性
を
高
め
な
が

ら
、
適
正
で
効
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構

築
を
重
点
的
に
取
り
組
む

た
め
の
も
の
と
さ
れ
る
。

　

現
在
、
町
独
自
の
取
り

組
み
は
考
え
て
い
な
い

が
、
国
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

質　

問　

①
教
育
、
保
育

施
設
利
用
の
手
続
き
は
ど

の
よ
う
に
進
め
ら
れ
、
入

園
、
入
所
を
断
ら
れ
た
保

護
者
や
保
育
時
間
の
短
縮

を
求
め
ら
れ
た
保
護
者
は

い
な
い
か
。

②
町
の
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
構
成
員
と
会
議
内

容
の
公
開
は
。

③
民
間
事
業
者
の
公
募
状

況
と
評
価
方
法
は
。

④
民
営
化
に
よ
る
現
在
の

保
育
士
の
処
遇
と
保
育
の

低
下
は
。

⑤
保
育
料
の
助
成
は
。

町
長
答
弁　

①
新
制
度
の

手
続
き
は
下
の
表
の
と
お

り
で
、
入
園
・
入
所
を
断

ら
れ
た
保
護
者
は
な
く
、

保
育
時
間
の
短
縮
を
求
め

た
保
護
者
も
な
い
。

②
内
容
は
年
度
内
に
策
定

す
る
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
合
わ
せ

て
公
表
し
た
い
。

③
委
員
に
書
類
や
面
接
で

採
点
・
評
価
い
た
だ
き
、

選
定
結
果
は
町
広
報
誌
等

で
広
く
周
知
し
た
い
。

④
移
管
先
の
法
人
か
、
町

職
員
か
、
本
人
の
希
望
で

従
事
で
き
、
臨
時
職
員
も

可
能
な
限
り
の
雇
用
を
移

管
の
条
件
と
し
て
い
る
。

　

移
管
に
伴
う
引
き
継
ぎ

や
合
同
保
育
の
期
間
を
十

分
に
確
保
し
た
い
。

⑤
町
の
子
育
て
支
援
と
将

来
的
な
財
政
面
、
国
の
施

策
を
見
極
め
、
何
ら
か
の

軽
減
策
が
あ
る
か
慎
重
に

検
討
し
た
い
。

質　

問　

耳
が
不
自
由
な

方
に
「
耳
カ
ー
ド
」
を
発

行
し
、
親
切
な
対
応
を
す

る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

町
で
は
現

在
、実
施
し
て
い
な
い
が
、

大
変
有
意
義
な
取
り
組
み

と
認
識
し
、
外
出
時
の
災

害
支
援
な
ど
含
め
、
広
域

的
に
、
県
や
近
隣
市
町
村

と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

◉ 一般質問

介
護
報
酬
引
き

下
げ
の
影
響

社
会
保
障
切
り
捨
て
、
大
企
業
優
遇
、

大
軍
拡
の
国
の
新
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

立花 寛子 議員

　事業者（施設等）が利用者に介護サービ
スを提供した場合に、介護保険からその対
価の９割分が事業者へ介護報酬として支払
われます。（１割は利用者負担）
　介護保険は、地域のサービス利用量に
応じ、介護保険料 50％と国・県・町負担
50％で運用されます。

介護報酬とは

≪幼稚園の場合≫

①保護者が幼稚園に直接、入園申込み

②入園の内定を受ける

③幼稚園を通じ、町に利用認定の申請を

する

④幼稚園を通じ、町から認定証が交付

⑤幼稚園と契約（入園）

≪保育所の場合≫

①町に「保育の必要性」の認定を申請

②町から認定証が交付

③町に希望する保育所等を申請

④町が希望や空き状況により調整

⑤利用先の決定後、契約（入所）

新制度での入園等手続き

子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度

耳
が
不
自
由
な

方
へ
の
対
応
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質　

問　

町
で
は
後
継
者

対
策
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
事
業
な
ど
農
業
振

興
を
図
る
が
、
道
路
整
備

も
対
策
の
一
つ
で
あ
る
。

　

現
在
、
中
山
間
事
業
で

農
道
を
整
備
す
る
が
、
そ

の
進
捗
状
況
と
事
業
終
了

後
の
整
備
体
制
に
つ
い

て
、
質
問
す
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
農
道

整
備
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

県
営
南
部
町

地
区
中
山
間
地
域
総
合
整

備
事
業
は
平
成
22
年
度
に

国
の
採
択
を
受
け
、
平
成

27
年
度
完
了
の
予
定
だ
っ

た
が
、
県
の
事
業
変
更
に

よ
り
、
現
在
は
平
成
28
年

度
ま
で
の
予
定
で
実
施
し

て
い
る
。

　

農
道
は
14
路
線
を
整
備

す
る
予
定
で
、
現
在
の
進

捗
率
は
約
７
割
で
、
未
着

工
路
線
は
４
路
線
だ
が
、

用
地
買
収
が
完
了
し
た
路

線
か
ら
順
次
着
工
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
で
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
９
年
間
で
、
町

内
の
旧
八
戸
広
域
農
道
の

う
ち
約
７
・
８
㌔
㍍
に
つ

い
て
、
県
営
南
部
地
区
農

道
整
備
事
業
を
活
用
し
、

総
事
業
費
約
６
億
円
で
舗

装
改
修
す
る
予
定
で
、
今

年
度
末
ま
で
に
野
場
地
区

付
近
約
１
・
１
㌔
㍍
区
間

が
完
了
し
て
い
る
。

　

次
に
、
鳥
舌
内
地
区
と

野
場
地
区
を
結
ぶ
延
長
約

１
・
５
㌔
㍍
の
区
間
を
県

営
鳥
舌
内
地
区
農
地
整
備

事
業
で
整
備
し
て
お
り
、

事
業
費
を
国
と
県
が
負
担

し
て
今
年
度
完
成
し
た
。

　

他
に
も
、
地
区
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
、
町
は
農

道
補
修
材
料
を
支
給
し
て

い
る
。

　

町
が
支
給
し
た
砕
石
や

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
敷
な

ら
し
は
、
地
区
住
民
の
方

に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
雨
に
よ
る
路
面
の

洗
掘
や
砕
石
流
出
が
解
消

す
る
な
ど
、
大
き
な
効
果

を
得
て
い
る
。

　

今
後
の
計
画
だ
が
、
町

内
の
幹
線
農
道
は
広
域
農

道
や
農
免
農
道
事
業
に
よ

り
、
整
備
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る

が
、
直
接
、
農
地
に
通
じ

る
道
路
は
未
改
良
で
幅
員

が
狭
く
、
荷
傷
み
の
原
因

に
な
る
路
線
も
多
数
あ
る

た
め
、
重
要
性
や
費
用
対

効
果
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
整
備
を
進
め
た
い
。

質　

問　

町
内
で
は
農

地
・
水
・
環
境
対
策
事
業

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
集

落
維
持
に
有
効
だ
と
理
解

し
て
い
る
が
、
事
業
の
実

施
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
事
務
手
続
き
が

複
雑
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

平
成
26
年
度

の
農
地
・
水
・
環
境
対
策

事
業
の
状
況
だ
が
、
共
同

活
動
と
し
て
、
18
地
区
が

農
道
の
草
刈
り
や
水
路
の

泥
上
げ
、
農
道
の
路
面
維

持
の
実
施
、
花
植
え
等
の

植
栽
活
動
に
取
り
組
み
、

総
面
積
は
約
８
１
０
㌶
で

総
事
業
費
は
２
千
３
８
０

万
円
。

　

向
上
活
動
は
、
４
地
区

が
農
業
用
水
路
・
農
道
等

の
長
寿
命
化
を
図
る
修

繕
・
更
新
に
取
り
組
み
、

総
面
積
約
24
㌶
で
総
事
業

費
約
１
０
０
万
円
。

　

事
務
手
続
は
、
年
間
の

活
動
状
況
を
記
録
し
、
年

度
末
に
実
施
状
況
報
告

書
、
作
業
日
報
、
活
動
記

録
、
金
銭
出
納
簿
、
写
真

帳
等
を
提
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

事
務
の
簡
素
化
に
つ
い

て
、
国
は
平
成
26
年
度
に

２
ル
ー
ト
あ
っ
た
補
助
金

の
交
付
ル
ー
ト
を
一
本
化

し
、
申
請
手
続
き
な
ど
書

類
を
簡
素
化
し
た
。

　

ま
た
、
県
で
は
毎
年
、

町
内
の
全
組
織
の
事
務
担

当
者
に
経
理
等
の
個
別
指

導
を
行
っ
て
い
る
。

　

事
務
手
続
き
に
関
し
て

は
、
今
後
と
も
関
係
機
関

と
情
報
を
共
有
し
て
、
事

務
手
続
の
簡
素
化
を
要
望

し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

旧
名
川
分
庁
舎

や
南
部
幼
稚
園
な
ど
、
現

在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
町

有
財
産
は
、
今
後
、
ど
の

よ
う
な
管
理
や
利
用
を
計

画
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

売
却
物
件
と

し
て
は
、
旧
麦
沢
集
会
所

と
旧
鳥
舌
内
小
学
校
の
跡

地
が
あ
る
。

　

旧
福
地
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
旧
剣
吉
中
学
校
野

球
場
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
の

臨
時
駐
車
場
と
し
て
利
用

し
て
い
る
。

　

資
材
置
き
場
と
し
て
い

る
下
名
久
井
字
日
向
山
地

区
だ
が
、
太
陽
光
発
電
設

備
の
民
間
会
社
か
ら
土
地

の
売
買
ま
た
は
賃
借
の
申

し
入
れ
が
あ
り
、
検
討
中

で
あ
る
。

　

旧
剣
吉
中
学
校
の
跡
地

は
、
宅
地
分
譲
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

旧
名
川
分
庁
舎
と
旧
ひ

ろ
ば
保
育
所
は
、
建
物
を

解
体
し
て
総
務
課
が
管
理

し
て
お
り
、
南
部
幼
稚
園

は
平
成
26
年
度
か
ら
休
園

の
措
置
を
と
っ
て
い
る

が
、
閉
園
と
な
っ
た
場
合

は
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
給
食
セ

ン
タ
ー
跡
地
や
名
川
病
院

跡
地
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

活
用
方
法
が
良
い
の
か
慎

重
に
検
討
し
な
が
ら
有
効

活
用
し
た
い
。

町
内
に
お
け
る

農
道
の
整
備
に
つ
い
て

なんぶ議会だより

◉ 一般質問

沼畑 俊一 議員

農
地
・
水
・
環

境
対
策
事
業

町
有
財
産
の
管

理
と
利
用
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質　

問　

現
在
、
町
の
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

基
金
残
高
は
３
億
５
千
万

円
ほ
ど
だ
が
、
適
正
な
基

金
残
高
は
ど
の
程
度
だ
と

考
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
現
在
の
基
金
残

高
を
考
え
る
と
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
を

行
っ
て
も
よ
い
水
準
だ
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
要
素
で
あ
る
資

産
割
は
、
現
在
の
地
域
の

実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
算
定
方
法
を

見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

町
の
現
在
の

国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
は
３
億
５
千
３
５
７

万
９
千
円
で
、
予
算
規
模

の
10
％
に
相
当
す
る
３
億

円
を
適
正
な
基
金
残
高
と

し
て
い
る
。

　

税
率
引
き
下
げ
は
、
以

前
か
ら
基
金
残
高
が
３
億

円
を
大
き
く
超
え
た
場
合

に
検
討
す
る
と
答
弁
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度

に
は
国
民
健
康
保
険
の
都

道
府
県
化
に
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
運
営
は

県
が
行
う
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

に
お
い
て
税
率
の
引
き
下

げ
が
議
論
さ
れ
、
３
月
中

に
答
申
を
い
た
だ
け
る
よ

う
調
整
を
進
め
、
現
在
の

と
こ
ろ
引
き
下
げ
る
方
向

で
進
め
て
い
る
。

　

資
産
割
だ
が
、
土
地
と

家
屋
の
固
定
資
産
税
額
に

応
じ
て
賦
課
さ
れ
る
も
の

で
、
最
近
は
地
価
が
下
落

し
、
農
地
・
山
林
に
お
い

て
収
益
を
上
げ
る
の
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
資
産
保
有
に
よ
る
税

負
担
能
力
の
有
無
は
判
断

が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

県
内
で
も
資
産
割
を
賦

課
し
な
い
市
町
村
が
あ
る

た
め
、
見
直
し
た
う
え
、

税
率
を
下
げ
る
方
向
で
考

え
て
い
る
。

質　

問　

町
施
設
の
衛
生

管
理
に
つ
い
て
問
う
。

①
町
関
連
の
食
事
を
提
供

す
る
施
設
に
お
け
る
食
品

衛
生
管
理
の
指
導
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。

②
県
が
始
め
た
Ａ
―
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
導
入
を
検
討
し

て
は
い
か
が
か
。

③
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
の
設
計

が
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ

が
、
そ
の
設
計
上
の
特
徴

は
ど
の
よ
う
な
部
分
に
反

映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

④
衛
生
管
理
に
関
す
る
人

材
育
成
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
教
育
長

が
答
弁
す
る
。

①
④
チ
ェ
リ
ウ
ス
や
バ
ー

デ
ハ
ウ
ス
で
は
、
食
品
衛

生
法
に
基
づ
く
食
品
店
営

業
の
許
可
を
取
得
し
て
い

る
ほ
か
、
人
材
育
成
の
一

環
と
し
て
食
品
衛
生
協
会

が
開
催
す
る
食
品
衛
生
責

任
者
講
習
会
を
受
講
し
、

施
設
の
衛
生
管
理
に
努
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
全
国
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

従
業
員
に
衛
生
管
理
を
徹

底
さ
せ
る
ほ
か
、
チ
ェ
リ

ウ
ス
で
は
独
自
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
し
、
対
応
し

て
い
る
。

②
ハ
サ
ッ
プ
を
青
森
県
産

品
の
製
造
過
程
に
導
入

し
、
県
が
認
証
す
る
こ
と

で
県
産
食
品
の
安
全
確
保

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

制
度
が
Ａ
―
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
青
森
ハ
サ
ッ
プ
）
で
あ

り
、
平
成
26
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
、
県
全
体
で
23
事

業
所
、
町
内
で
も
１
事
業

所
が
認
証
さ
れ
て
い
る
。

　

県
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
飲
食
店
や
旅
館
な
ど
に

も
対
象
を
広
げ
る
予
定

で
、制
度
内
容
を
調
査
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
積
極
的
に

認
証
手
続
き
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

教
育
長
答
弁　

①
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
部

科
学
省
が
示
す
各
種
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
安

全
で
安
心
な
学
校
給
食
を

供
給
す
る
よ
う
、
栄
養
士

が
中
心
と
な
っ
て
調
理
従

事
者
を
指
導
し
て
い
る
。

②
青
森
ハ
サ
ッ
プ
の
認
証

基
準
に
は
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
な
じ
ま
な
い
項

目
も
あ
る
が
、
参
考
と
し

な
が
ら
、
今
後
も
ハ
サ
ッ

プ
の
概
念
に
基
づ
い
た
衛

生
管
理
に
取
り
組
み
た
い
。

③
ハ
サ
ッ
プ
対
応
の
特
徴

は
、
業
者
か
ら
納
入
さ
れ

た
食
材
を
検
品
か
ら
下
処

理
ま
で
個
別
の
部
屋
で
行

い
、
調
理
場
に
入
る
ま
で

交
わ
ら
な
い
こ
と
。

　

ま
た
、
調
理
は
調
理
温

度
を
記
録
し
、
動
線
図
に

従
っ
て
行
う
。

　

施
設
内
の
41
カ
所
に
殺

菌
灯
が
設
置
さ
れ
、
使
用

後
の
食
器
類
は
洗
浄
後
、

消
毒
保
管
室
で
90
分
間
、

85
℃
の
温
風
で
消
毒
・
乾

燥
さ
れ
て
い
る
。

④
三
戸
郡
内
の
学
校
栄
養

教
員
が
年
６
回
、
定
期
的

に
会
議
を
開
催
し
て
情
報

を
交
換
し
、
調
理
従
事
者

は
長
期
休
業
期
間
に
各
種

研
修
会
を
受
講
し
て
い

る
。

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
に

安
心
で
安
全
な
学
校
給
食

を
供
給
す
る
た
め
、
緊
張

感
を
持
っ
て
指
導
を
徹
底

し
た
い
。

◉ 一般質問

町
施
設
の
衛
生

管
理
の
実
態

国
民
健
康
保
険
税
の

引
き
下
げ
に
つ
い
て

　食品の各製造過程における微生物
汚染等の危険要因を特定し、それぞ
れの工程で連続的に危険要因を排除
する衛生管理の手法です。
　国連の機関から発表され、各国に
採用が推奨されている国際的に認め
られたものです。

HACCP（ハサップ）とは

川守田 稔 議員
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質　

問　
「
連
携
中
枢
都

市
圏
」
に
つ
い
て
の
講
演

で
は
、
国
が
地
域
の
取
り

組
み
や
企
画
に
応
じ
た
支

援
を
行
う
形
に
変
化
し
て

い
く
た
め
、
地
域
間
競
争

が
激
し
さ
を
増
す
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

国
が
地
方
に
期
待
し
、

求
め
る
事
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
事
で
、
地
方
自

治
体
は
今
後
、
ど
の
よ
う

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

む
べ
き
か
、
町
の
理
解
と

考
え
方
を
問
う
。

　

ま
た
、
今
ま
で
と
違
う

点
は
何
か
。

町
長
答
弁　

連
携
中
枢
都

市
圏
だ
が
、
平
成
26
年
６

月
の
八
戸
圏
域
定
住
自
立

圏
関
係
市
町
村
会
議
で
、

八
戸
市
長
か
ら
「
連
携
中

枢
都
市
圏
へ
の
移
行
を
見

据
え
、
十
分
に
協
議
・
検

討
し
た
い
」
旨
の
発
言
が

あ
り
、
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
検
討
中
で
あ
る
。

　

現
在
は
八
戸
市
を
中
心

と
す
る
八
戸
圏
域
定
住
自

立
圏
で
圏
域
全
体
の
生
活

関
連
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
目
指
し
、
23
施
策
30

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

今
後
、
同
じ
構
成
市
町

村
で
連
携
中
枢
都
市
圏
に

移
行
し
た
場
合
、
定
住
自

立
圏
に
よ
る
事
業
は
基
本

的
に
継
続
さ
れ
、
新
た
に

高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
や
広
域
的
公
共
交
通

網
の
整
備
な
ど
、
高
次
の

都
市
機
能
の
集
積
強
化
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地

域
経
済
の
裾
野
拡
大
、
戦

略
的
な
観
光
施
策
な
ど
、

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
を

牽
引
す
る
施
策
を
考
え
、

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

　

国
が
求
め
る
部
分
だ

が
、
今
後
訪
れ
る
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
社
会
で
も

地
域
を
活
性
化
し
、
経
済

を
持
続
可
能
な
も
の
と
す

る
た
め
、
中
核
都
市
が
近

隣
の
町
村
と
連
携
し
て
各

種
施
策
に
取
り
組
み
、
課

題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

現
段
階
で
は
、
具
体
的

な
取
り
組
み
は
決
ま
っ
て

お
ら
ず
、
今
後
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
の
会
議

に
お
い
て
、
計
画
の
策
定

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　

初
め
は
、
八
戸
市
だ
け

に
限
ら
れ
る
中
核
都
市
へ

の
移
行
だ
っ
た
が
、
今
回

は
連
携
中
枢
都
市
圏
と
い

う
こ
と
で
、
近
隣
の
町
村

も
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

と
な
っ
た
。

　

個
人
的
に
は
、
事
業
が

八
戸
市
の
一
極
集
中
に
な

ら
な
い
よ
う
、
言
う
べ
き

こ
と
は
言
っ
て
、
郡
部
に

も
連
携
効
果
が
表
れ
る
よ

う
な
事
業
展
開
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
は
、
地
域
主

体
の
活
動
に
力
を
貸
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
地
域

活
性
化
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
、
少
な

い
費
用
で
よ
り
効
果
の
上

が
る
方
法
を
考
え
て
は
ど

う
か
。

町
長
答
弁　

町
で
は
、
昨

年
９
月
に
地
域
担
当
職
員

制
度
を
開
始
し
、
地
域
づ

く
り
に
役
立
つ
情
報
提
供

や
地
域
づ
く
り
の
参
考
と

す
る
た
め
の
地
域
カ
ル
テ

を
作
成
し
て
い
る
。

　

ア
イ
デ
ア
コ
ン
ク
ー
ル

と
い
う
提
案
だ
が
、
各
町

内
会
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
や
特
徴
が
あ
る
と

思
う
た
め
、
そ
れ
を
活
か

し
た
地
域
づ
く
り
計
画
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
、
す

ば
ら
し
い
取
り
組
み
は
、

事
例
紹
介
す
る
な
ど
、
町

内
会
同
士
の
情
報
交
換

で
、
さ
ら
な
る
地
域
づ
く

り
活
動
が
活
性
化
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

質　

問　

人
づ
く
り
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
仕
事

の
創
生
だ
が
、
町
の
資
源

や
町
民
の
能
力
を
生
か
す

具
体
策
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

町
長
答
弁　

現
在
、
地
方

が
直
面
す
る
人
口
減
少
問

題
に
政
府
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
た
め
、
安
倍

総
理
を
ト
ッ
プ
に「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

が
設
立
さ
れ
、
都
道
府
県

や
市
町
村
で
も
地
方
版
の

総
合
戦
略
を
作
成
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
で
も
、
４
月
か
ら

南
部
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
本
部
を
立
ち
上

げ
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
戦
略
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

具
体
策
の
検
討
で
は
、

住
民
代
表
、
産
業
界
、
大

学
、
金
融
機
関
、
労
働
団

体
な
ど
の
各
分
野
か
ら
の

ご
協
力
を
得
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
づ
く
り
を
考
え
て
、
人

材
の
育
成
に
も
力
を
注
ぎ

た
い
。

　

ま
だ
具
体
的
な
部
分
が

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
国

や
県
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
、
絵
に
描
い
た
餅
と

な
ら
な
い
よ
う
、
実
行
・

実
現
が
見
え
る
南
部
町
版

の
計
画
を
作
成
し
た
い
。

「
連
携
中
枢
都
市
圏
」構
想
と

町
が
取
り
組
む
べ
き
課
題

なんぶ議会だより

◉ 一般質問

根市 勲 議員

　南部町が属する定住自立圏は、八戸市
を中心とする八戸圏域定住自立圏（１市
７町村）です。
　県内では、他に「弘前市」と「十和田
市・三沢市」が中心の２つの圏域があり、
中心となる市の人口が５万人以上で定住
自立圏が形成できます。
　連携中枢都市圏を形成できるのは、地
方圏の指定都市（人口 50 万人以上）と

〝新〟中核市（人口 20 万人以上）で、
県内では青森市と八戸市が該当します。
　連携中枢都市圏は、定住自立圏の発展
型で、より多くの権限が国・県から移譲
され、行政、福祉などの高度化が期待で
きます。

定住自立圏と連携中枢都市圏
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質　

問　

町
の
近
い
将
来

の
推
計
か
ら
見
え
る
課
題

や
問
題
意
識
を
問
う
。

①
企
業
や
家
庭
の
後
継
者

等
の
調
査
結
果
か
ら
、
今

後
の
行
政
や
地
域
が
取
り

組
む
べ
き
課
題
が
見
え
る

と
思
う
が
、
町
で
は
ど
の

程
度
の
情
報
を
持
ち
、
ど

の
よ
う
な
問
題
意
識
が
あ

る
の
か
。

②
近
い
将
来
、
空
き
家
に

な
る
と
思
わ
れ
る
不
動
産

の
所
有
者
に
、
早
め
の
対

応
助
成
や
活
用
方
法
の
提

案
を
す
る
計
画
は
な
い

か
。

③
宮
崎
県
高
鍋
町
の
賑
わ

い
創
出
事
業
は
大
変
、
参

考
に
な
っ
た
。

　

当
町
も
商
店
街
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
課
題
は
。

④
「
長
く
生
活
し
た
地
域

で
老
後
も
生
活
し
た
い
」

と
介
護
の
必
要
な
方
も
考

え
て
い
る
よ
う
だ
が
、
老

人
と
幼
児
が
一
緒
に
暮
ら

す
よ
う
な
施
設
や
お
年
寄

り
が
気
軽
に
休
め
る
よ
う

な
商
店
街
が
あ
れ
ば
賑
わ

う
と
思
う
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
の
か
。

町
長
答
弁　

①
各
種
統
計

調
査
で「
後
継
者
の
有
無
」

の
項
目
が
あ
る
の
は
、
農

林
業
セ
ン
サ
ス
の
み
で
、

町
は
企
業
等
や
家
庭
の
後

継
者
に
つ
い
て
の
情
報
を

把
握
し
て
い
な
い
。

　

問
題
意
識
だ
が
、
各
業

種
の
後
継
者
不
足
は
、
売

り
上
げ
が
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
一
つ
の
要
因
だ

と
思
わ
れ
る
。

　

大
型
店
舗
の
出
店
な

ど
、
様
々
な
要
因
が
あ
る

と
思
う
が
、
後
継
者
と
な

り
得
る
人
が
利
益
や
所
得

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
町

外
に
転
出
す
る
悪
循
環
に

な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。

　

こ
れ
に
よ
り
集
落
の
過

疎
化
が
進
み
、
空
き
家
の

増
加
、
人
口
減
少
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
に
繋
が
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
中
小
企
業
等
で
は
、
経

営
者
の
ご
家
族
が
継
が
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
後
継

者
が
い
な
い
場
合
、
廃
業

と
な
る
確
率
が
高
く
、
事

業
所
な
ど
の
施
設
が
空
き

家
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

同
じ
く
、
一
般
家
庭
で

も
同
居
し
て
い
る
跡
取
り

が
い
な
い
場
合
に
空
き
家

と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

国
は
、
空
き
家
活
用
の

た
め
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、「
空
き
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」を
公
布
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は

空
き
家
等
に
関
す
る
情
報

収
集
が
容
易
に
な
る
た

め
、
ま
ず
は
、
町
内
の
現

状
を
把
握
し
、
国
の
指
針

に
即
し
た
対
策
計
画
の
策

定
を
考
え
て
い
る
。

　

新
た
に
空
き
家
と
な
る

見
込
み
の
物
件
は
、
少
し

手
入
れ
を
す
れ
ば
活
用
で

き
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

町
内
会
な
ど
で
地
域
担
当

職
員
を
交
え
て
話
し
合

い
、
活
用
計
画
に
つ
い
て

町
と
協
議
す
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
空
き

家
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
か

つ
、
貸
し
付
け
る
た
め
の

住
宅
改
修
に
は
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
の
補

助
金
の
か
さ
上
げ
を
予
定

し
て
お
り
、
登
録
物
件
の

増
加
に
期
待
し
て
い
る
。

　

空
き
家
を
町
外
か
ら
の

中
長
期
滞
在
に
活
用
す
る

な
ど
、
若
年
者
世
帯
向
け

の
住
環
境
整
備
も
含
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
④
商
店
街
の
活
性
化
だ

が
、
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
た
剣
吉
商
店
街
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

　

剣
吉
商
店
会
と
剣
吉
駅

前
ス
ト
リ
ー
ト
活
性
化
委

員
会
、
剣
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
推
進
協
議
会
、
町

内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
文

化
サ
ポ
ー
タ
ー
、
文
化
伝

説
を
巡
る
会
に
町
・
県

職
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

加
わ
り
、
商
店
街
の
賑
わ

い
づ
く
り
を
協
議
し
て
い

る
。

　

会
議
で
は
、「
高
齢
者

が
休
め
る
ベ
ン
チ
や
休
憩

所
を
設
置
す
れ
ば
、
少
し

で
も
長
く
商
店
街
に
と
ど

ま
り
、
児
童
・
生
徒
の
往

来
も
加
わ
っ
て
、
賑
わ
う

の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
実
現
可

能
な
も
の
は
、
平
成
27
年

度
に
実
施
予
定
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
か
ら
、
高

齢
者
数
自
体
の
減
少
に
転

じ
て
い
く
と
認
識
し
て
お

り
、
高
齢
者
の
消
費
に
支

え
ら
れ
る
地
元
商
店
街
の

疲
弊
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

町
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
が
、
特
に
商
店
街

の
場
合
は
商
工
会
や
地
元

商
店
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
に
な
る
と
考
え
る
。

　

町
の
職
員
数
が
減
少
す

る
中
で
も
、
職
員
の
資
質

を
高
め
、
連
携
を
強
化
し

て
い
き
た
い
。

◉ 一般質問

人
口
減
少
社
会
と
街
並
み
の
再
生
、

保
存
維
持
、
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

工藤 久夫 議員

剣吉商店街の活性化に関する会議の様子
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各
委
員
会
か
ら

　

初
夏
の
味
覚
サ
ク
ラ
ン
ボ
が

収
穫
間
近
と
な
り
、
町
は
こ
れ

か
ら
、
各
種
フ
ル
ー
ツ
狩
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
を
見
せ
る

季
節
を
迎
え
ま
す
。

　

私
た
ち
、
議
会
運
営
委
員
会

は
、
副
委
員
長
の
沼
畑
俊
一
議

員
を
初
め
、
工
藤
正
孝
議
員
、

夏
堀
文
孝
議
員
、
馬
場
又
彦
議

員
、
川
守
田
稔
議
員
、
委
員
長

の
私
、
河
門
前
の
６
人
で
構
成

さ
れ
、
会
期
中
の
審
議
案
件
、

一
般
質
問
な
ど
の
内
容
や
日
程

に
つ
い
て
協
議
・
調
整
し
て
い

ま
す
。

　

町
は
今
年
で
合
併
10
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

我
々
、
南
部
町
議
会
も
平
成

18
年
１
月
の
第
１
回
臨
時
会
か

ら
昨
日
の
第
61
回
定
例
会
ま
で

会
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
法
律
な
ど
の
改
正

に
合
わ
せ
、
ま
た
、
多
く
の
町

民
が
傍
聴
に
訪
れ
、
親
し
み
や

す
い
議
会
と
な
る
よ
う
、
坂
本

議
長
を
筆
頭
に
、
適
正
か
つ
公

正
な
議
会
運
営
を
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

河
門
前　

正
彦 

記

　

議
員
14
人
は
、
平
成
27

年
３
月
４
日
に
鹿
児
島
県

さ
つ
ま
町
に
お
い
て
「
特

定
健
診
受
診
率
の
向
上

策
」
に
つ
い
て
、
視
察
し

ま
し
た
。

　

特
定
健
康
診
査
受
診
率

の
向
上
策
で
は
、
納
税
組

合
制
度
の
よ
う
に
各
町
内

に
、
受
診
率
の
目
標
達
成

に
対
す
る
奨
励
金
を
交
付

し
、
受
診
す
る
と
ス
タ
ン

プ
が
も
ら
え
、
点
数
に
応

じ
抽
選
会
に
参
加
で
き
る

な
ど
、
住
民
に
対
し
て
効

果
的
に
喚
起
し
、
受
診
率

を
向
上
さ
せ
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
５
日
に
は

宮
崎
県
高
鍋
町
に
お
い
て

「
商
店
街
の
活
性
化
」
に

つ
い
て
視
察
を
し
ま
し

た
。

　

商
店
街
の
活
性
化
策
と

し
て
、
の
れ
ん
や
石
灯
籠

の
設
置
、
町
家
の
改
修
な

ど
、
商
工
会
青
年
部
を
中

心
と
し
た
若
者
が
、
県
や

町
と
共
に
取
り
組
み
、
若

者
の
情
熱
に
周
辺
の
商
店

主
が
応
え
、
さ
ら
に
は
地

方
銀
行
も
町
屋
風
の
外
観

と
す
る
な
ど
、
地
域
住
民

を
巻
き
込
ん
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
、
大
変
、
優
良

な
事
例
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

議場の様子（上段が傍聴席です） ひろば台団地（広場地区）視察の様子

なんぶ議会だより

◉ 行政視察報告、常任委員会報告

特
定
健
診
受
診
率
70
％
達
成
の
取
り
組
み
と

商
店
街
の
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
ぶ宮崎県高鍋町の視察（まちなか商業活性化協議会の小澤会長と撮影）

　まべち笑楽校では、65 歳以上の生徒が、１年
間を通じて、国語、算数、理科、社会、音楽、体
育などの授業を受けながら、交流を深めています。

授業の一環として、傍聴にお越しくだ
さいました。　　　　　　　　（３月３日）

まべち笑楽校が議会傍聴

　ひろば台団地を視察し、今後の整備計画など、
担当職員から説明を受けた委員は、計画的な町営
住宅の整備と入居者の利便性を考えた建設地の選
定について要望しました。

町営住宅の整備を調査しました。
（２月 12 日）

産業建設常任委員会
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きらびやかな衣装で着飾ったお稚児さんたち

南部町名川さくらんぼ狩り
６月15日～７月中旬　開催 !!

【問い合わせ】
商工観光交流課（本庁舎）
　☎ 0178-84-2119
ながわ農業観光案内所
　☎ 0178-76-3020

　

南
部
町
春
ま
つ
り
が
５
月
３

日
と
４
日
の
２
日
間
、
法
光
寺

を

主

会

場

に

開

催

さ

れ
、

約

２
千
８
０
０
名
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

「
稚
児
入
山
行
列
」
か
ら
始
ま
っ

た
初
日
は
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装

で
着
飾
っ
た
年
長
園
児
34
名
が
、

名
松
百
選
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る

千
本
松
連
な
る
約
800
ｍ
の
参
道
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
南

部
町
郷
土
芸
能
保
存
会
（
久
保
一

繁
会
長
）
に
よ
る
唄
や
踊
り
の
披

露
「
春
ま
つ
り
芸
ノ
祭
典
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
さ
く
ら
新
舞
会

（
大
向
雪
藏
会
長
）
に
よ
る
舞
踊

シ
ョ
ー
や
名
久
井
農
業
高
校
（
四

木
博
之
校
長
）
の
名
農
豊
穣
太
鼓

を
は
じ
め
と
し
た
３
団
体
に
よ

る
「
和
太
鼓
の
競
演
」
、
カ
ラ
オ

ケ
選
手
権
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
選
手
権
大
会
で

は
12
名
の
参
加
者
中
、
最
年
少
と

な
る
四
戸
悠ゆ

生き

奈な

さ
ん
（
上
名
久

井
）
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
四

戸
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
け
ど
自
分

ら
し
く
明
る
く
歌
え
て
よ
か
っ
た

で
す
。
」
と
優
勝
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
３
日
に
は
、
「
南

部
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業
」
の

一
環
と
し
て
「
法
光
寺
歴
史
見
学

会
」
が
開
催
さ
れ
、
楢
山
武
浩
住

職
（
当
時
副
住
職
）
が
、
参
加
者

35
名
を
三
重
の
塔
な
ど
に
案
内
し

な
が
ら
法
光
寺
開
山
か
ら
の
歴
史

を
説
明
し
、
見
学
会
参
加
者
は
感

心
し
た
様
子
で
話
を
聴
い
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
５
月
４
日
に
は
、「
果

樹
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」
が
法
光
寺

を
ス
タ
ー
ト
に
開
催
さ
れ
、
健
康

増
進
な
ど
を
目
的
に
県
内
外
か
ら

参
加
し
た
128
名
が
、
り
ん
ご
の
花

な
ど
が
咲
く
約
５
km
の
コ
ー
ス
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
た
ほ
か
、
ま
つ

り
期
間
中
に
、
今
年
３
月
に
閉
校

し
た
南
部
工
業
高
校
の
生
徒
が
制

作
し
、
法
光
寺
に
寄
贈
し
た
「
三

重
の
塔
模
型
」
の
展
示
が
行
わ
れ
、

精
巧
な
作
り
の
模
型
に
、
見
学
者

は
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。

春
華
や
か
に

南
部
町
春
ま
つ
り
開
催

カラオケ選手権大会で
優勝した四戸悠生奈さん

心に響く太鼓の音色を披露

「三重の塔模型」の精巧な作りに驚く見学者

法光寺歴史見学会で説明を聞く参加者たち
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